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1労働の科学　79巻８号　2024年

ふ か ん

巻頭言俯瞰

多
く
の
職
場
で
安
全
で
健
康
に
働
く
た
め

に
、
日
々
協
力
し
合
う
努
力
が
多
彩
に
積
み
重

ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
整
備
さ
れ
た
職

場
環
境
や
円
滑
な
作
業
の
流
れ
、
効
果
的
な
リ

ス
ク
対
策
な
ど
、
目
に
見
え
る
形
で
共
有
さ
れ

て
い
く
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
良
い

実
践
例
を
写
真
や
事
例
報
告
で
分
か
り
や
す
く

示
す
こ
と
に
よ
り
、
職
場
ご
と
の
現
場
条
件
に

合
わ
せ
た
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
役
立
つ
点
で

あ
る
。

こ
う
し
た
良
い
事
例
写
真
は
、
多
く
の
業
種

で
参
加
型
の
職
場
環
境
改
善
活
動
が
普
及
し
て

い
く
さ
い
に
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。
同
種

職
場
の
良
い
事
例
を
参
考
に
す
る
と
、
職
場
内

で
よ
く
行
わ
れ
る
短
時
間
の
検
討
会
な
ど
で
、

自
職
場
で
行
い
た
い
改
善
策
が
提
案
し
や
す
く

な
る
。
私
た
ち
の
経
験
で
も
、
１
時
間
ほ
ど
の

検
討
会
で
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
自
職
場

の
良
い
点
と
改
善
点
を
ま
と
め
る
さ
い
に
良
好

事
例
写
真
を
い
く
つ
も
見
て
お
く
と
、
そ
の
職

場
で
す
ぐ
行
う
改
善
策
に
合
意
し
や
す
く
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
改
善
実
例
と
と
も
に
す
ぐ
提
案
で

き
そ
う
な
改
善
策
の
リ
ス
ト
を
提
供
す
る
と
、

職
場
ご
と
に
す
ぐ
行
う
改
善
策
が
ま
と
ま
り
や

す
く
な
る
。
こ
の
実
例
写
真
と
提
案
用
ア
ク
シ

ョ
ン
リ
ス
ト
の
併
用
は
ど
の
業
種
で
も
行
い
や

す
い
手
順
に
な
っ
て
普
及
し
て
い
る
。
中
小
事

業
場
や
自
治
体
組
織
の
多
く
の
職
場
で
行
っ
た

経
験
で
は
、
良
好
事
例
写
真
と
提
案
用
リ
ス
ト

を
併
用
す
る
と
、
比
較
的
容
易
に
同
じ
業
種
の

他
職
場
に
、
い
わ
ば
「
横
に
」
伝
わ
っ
て
応
用

さ
れ
て
い
き
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
私
た
ち
が
行
っ
て
い

る
参
加
型
改
善
の
研
修
で
は
、
改
善
実
例
写
真

を
示
し
な
が
ら
提
案
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
使

っ
て
い
け
ば
横
に
広
ま
り
や
す
い
こ
と
を
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
、
参

加
職
場
ご
と
に
提
案
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
配
布

と
検
討
会
の
開
催
を
支
援
す
る
推
進
担
当
者
を

決
め
て
お
く
と
、
こ
の
横
に
広
が
る
効
果
が
得

や
す
く
な
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
き
た
。
似
た
職

場
に
お
け
る
改
善
実
例
を
も
と
に
し
て
い
る
の

で
、
分
か
り
や
す
く
。
横
に
広
ま
り
や
す
い
こ

と
を
実
感
し
て
い
る
。

職
場
ご
と
に
す
ぐ
に
改
善
し
た
い
事
項
は
当

然
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
中
小
企
業
の
多
数

の
職
場
や
同
じ
業
種
内
の
多
く
の
現
場
で
行
わ

れ
る
改
善
策
を
集
計
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
仕
事
し
や
す
さ
・
作
業
場
環

境
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
に
広
く
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
個
々
の
職
場

で
す
ぐ
取
り
組
む
と
合
意
す
る
の
は
少
数
の
改

善
策
で
は
あ
る
が
、
ど
こ
を
改
善
し
よ
う
か
と

職
場
内
で
対
話
す
る
と
き
に
取
り
上
げ
る
改
善

策
の
範
囲
を
広
く
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と

が
、
こ
の
こ
と
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
改
善
策
の
分
布
か
ら
分
か
る
大
事

な
点
は
、
職
場
の
連
携
、
作
業
予
定
、
助
け
合

い
や
す
ぐ
必
要
な
対
策
の
内
容
な
ど
、
職
場
内

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
改
善
策
が

だ
ん
だ
ん
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
事
実
で
あ
る
。

こ
う
し
た
傾
向
を
反
映
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
改
善
ア
ク
シ
ョ
ン
が
事
例

と
し
て
も
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
項
目
と
し
て
も
多

く
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ど
の

業
種
で
も
情
報
の
や
り
取
り
が
さ
ら
に
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
現
状
を
反
映
し
て
い

る
。参

加
型
改
善
を
話
し
合
う
職
場
検
討
会
な
ど

で
は
、
同
じ
職
場
の
人
た
ち
と
現
状
を
一
歩
前

へ
進
め
よ
う
と
す
る
対
話
が
行
わ
れ
る
。
す
ぐ

対
処
す
る
改
善
策
を
目
標
に
す
る
姿
勢
を
一
緒

に
と
る
点
が
近
未
来
志
向
と
な
り
、
別
の
職
場

の
良
い
経
験
か
ら
も
触
発
さ
れ
て
「
横
に
」
広

ま
る
効
果
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。
す
ぐ
で

き
る
作
業
し
や
す
さ
や
職
場
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
力
点
を
置
く
な
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

対
話
が
介
在
す
る
こ
と
が
、
同
じ
よ
う
な
状
況

に
あ
る
横
へ
の
広
が
り
を
支
え
る
と
み
た
い
。

そ
う
し
た
職
場
ご
と
の
労
使
対
話
に
よ
る
広
域

改
善
活
動
が
多
く
の
職
場
に
横
に
広
ま
っ
て
い

く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

よ
い
予
防
事
例
が
横
に
広
が
る
効
果�

小
木
　和
孝

こ
ぎ
　か
ず
た
か

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所
　

主
管
研
究
員

（453 ）
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4 労働の科学　79巻８号　2024年

労働科学への道のり

私は東北の一農村に育ちました。旧制中学
の頃から，かの有名な宮澤賢治の詩「雨ニモ
マケズ風ニモマケズ……」を読み，深く感ず
るところがあり，農村の貧困の現実を体験し
たり見聞したりするうちに何とか改善できな
いだろうかと未熟ながら大それた考えを持っ
たのでした。
そこで大学は農業経済を専攻（戦時下で勤労

動員，徴兵で勉強はほとんどできませんでしたが），
1947年の春に理想を実現したいと農林省に
入りました。今，考えると田舎育ちの幼稚で
短絡的な道をとったわけです。ところが，現
実はそんな甘いものではなく，最初の配置が
総務局人事課で，毎日他人の履歴のチェック
をしました。
その後，新設の統計調査局に移籍を希望し
て移りましたが，官僚機構にうんざりするば
かりでした。だんだん考えが現実的になり，
全農林労働組合青年部の活動に参加したのが
今日の契機になったのです。
戦後間もない頃で，当時労組の活動は最低
生活の保障が最大のテーマでした。「労働科
学研究所（以下，労研）に『最低生活費』の研
究の権威である藤本武先生がおられるから研
究資料をいただいてこい」と言われましたが，

当時の私は労研の存在すら知りませんでした。
都心の有楽町から小田急線で郊外の世田谷
区祖師ヶ谷大蔵駅までの道のりは，当時とし
ては遠く感じられたものです。地図を頼りに
行くと古めかしい学校のような建物が，めざ
す労研でした。
早速，藤本先生にお会いして「最低生活費」
のお話をお聞し，研究資料をいただきました。
帰り際，「労研を訪れたのは初めてです」と
言いましたら所内をあちこち案内してくださ
り，懇切にいろいろと説明してくださいまし
た。若造の私に親切に接していただき恐縮し
ての帰り道，「なんと理想的な研究所だろう
か。このような所に入れたらなあ」と痛感し
たものです。
ところが人生とはわからないもので，はか
らずもご縁があり，約１年後の1949年10月，
労研の農業労働研究室に入所できたのです。
「よし！　農民のためにがんばろう」と感激
したことを今も覚えています。

農林業労慟の実態調査

当初はなにもかも初体験なので「温故知新」
とばかりに労働科学の先駆者である暉峻義等
先生はじめ桐原葆見先生，勝木新次先生その
他多くの諸先生，諸先輩の研究論文などをむ
さぼり読み，「労働科学」とは何かと学びな

「聞き書き」から労研の歴史を紐解く

「労働科学」の真理は永遠なり

遠藤　幸男

◇私 ◇と ◇労 ◇研

えんどう　ゆきお
元副所長，元総務部長

特集：労研を支えた人たちの群像（その３）

（456 ）



5労働の科学　79巻８号　2024年

「労働科学」の真理は永遠なり

がら農林業労働の実態調査に参加しました。
調査といっても当時は労働の実態は労働の
現場で労働者に接し自分の目でしっかりと
見，足で歩いて記録するという「労研流」の
ユニークな調査です。テーマにもよりますが，
労働生理学，労働病理学，労働生化学，労働
心理学など他の研究室と共同で行う学際的な
チー厶編成の総合調査でした。特に農村調査
は長期間であるため，多人数で調査機器も多
く，当時は運搬に自動車もないため，大八車
に積み込みました。これで幟でも立てたら，
まるで「労研一座」御一行様のようでした。
地方別に異なる農作業慣行調査は，例えば
稲作の１ヵ年間の作業について事細かに聞き
取り記録する調査，「タイム・スタディ」と
いう労働の現場で記録板に紙と鉛筆で農作業
の時間と動作や姿勢をいちいち記録する調査
などを行いました。今日のように便利なビデ
オなどない時代のこと，「夜討ち朝駆け」の
ごとく１日かけての長時間調査でしたが，労
働の実態に迫ろうと熱中したものです。
このようにして労研の諸先生や諸先輩の指
導よろしく，労働科学の調査研究に段々とな
じむようになりました。

斉藤一先生との出会い

1960年頃からわが国も高度経済成長期に
入り，第二次，第三次産業が飛躍的に発展し
つつありました。1962年に勝木新次所長か
ら斉藤一所長に代わると，私も請われて研究
部門から管理部門へ移籍しました。斉藤先生
の指導のもと，所長室主導で中小零細企業に
対し労働科学のサービス普及活動（主に作業
環境条件改善のための実態調査）をしようという
ことになりました。当時中小零細企業は，大
企業とは違いなかなか労働科学の恩恵にあず
かることができなかったからです。戸田弘一
先生（元日本鋼管産業医，神奈川県予防医学協会理
事長）をチーフに私と岸田孝弥さんで取り組

みました。この活動によって斉藤先生や戸田
先生の下で労働科学全般を学ぶことができ，
労働対象の分野も広範囲にわたったことか
ら，畑違いの私も大いに成長させてもらいま
した。
その後も斉藤先生に従って労働科学の調査
研究にたずさわり続けたのですが，管理部門
にありながら調査研究を継続できたのは，私
自身の労働科学へのやむにやまれぬ思いがあ
ったにせよ，これを容認し，励ましてくださ
った斉藤先生の寛大な計らいであったからこ
そと心から感謝しています。今日，私がある
のも先生のお蔭です。
国際的な＜労働の人間化＞の趨勢下に労務
管理の大家である森五郎先生を中心に竹澤信
一先生，太田垣瑞一郎先生らと斉藤先生らが
発起人となり，1970年に日本労務学会が創
設されました。特筆すべきは斉藤先生の尽力
で学会の構成分野に「経済学」「経営学」「労
働法学」「産業心理学」と並んで「労働科学」
が入ったことです。後に私も学会理事に選ば
れました。

労働科学と＜労働の人間化＞

話は前後しますが，労研の初代所長暉峻義
等先生が，「労働科学は資本主義経済の発展
に伴って起こった」と指摘するように，欧米
先進諸国では18世紀後半から19世紀の初め
にかけての産業革命は機械制工業への発展を
促進しました。労働生産性は飛躍的に発展し，
資本主義が確立する契機となったのです。
しかし，その反面，労働者は過酷な労働条
件のもと，疲弊し，疾病化し，身体的荒廃や
精神的萎縮，道徳的退廃などがひどくなった
ことが世界的に大きな社会問題となりまし
た。各国は社会政策としてこの問題に対し科
学的解明に取り組む必要性に迫られ，欧米先
進国では競って労働保護のために調査研究機
関が1904年から1925年にかけて続々と設立
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されました（労研創立は1921年）。
すなわちこのとき，「産業は労働生産性向
上（利益追求至上主義）だけではだめであり，
労働者保護も併せて十分に配慮をしなければ
人間社会は成立しない」ことを資本主義先進
国はこぞって学習したはずでした。
第二次世界大戦後，アメリカを先頭に経済
恐慌対策として再び労働生産性の向上至上主
義（基本的にはテーラーシステムによる労働効率の
増大化）が台頭しました。その代表がコンベ
アシステムの導入です。その結果，1972年
アメリカ最大のゼネラルモーターズの最新鋭
ローズタウン工場（オハイオ州）において自然
発生的に欠勤者が相次ぐサボタージュが始ま
りました。これが瞬く間に各工場に飛び火し
て史上最大のストライキとなり，工場を閉鎖
するに至る「ローズタウン現象（労働による人
間性疎外症候群）」と言われる大事件が起きた
のです。つまり，再び労働生産性向上の追及
（資本主義の本質）だけを行い，労働者保護が
軽視された結果，必然的に発生したものでし
た。
1960年代末からアメリカだけではなく先
進国すべてに大同小異の「ローズタウン現象」
が発生し，大きな社会問題となり，ILO（国
際労働機関）をはじめ各国挙げての国際的な
＜労働の人間化＞運動に発展していったので
す。
わが国でも1967年に労働省が「単調労働

（労働の人間性疎外という問題意識）」の総合的な
検討を進めるために人文科学，自然科学を網
羅した学識経験者を集め，「単調労働専門家
会議（委員長に尾高邦雄氏）」を設置しました。
３年間にわたり経営側，労働者側と大がかり
な実態調査に乗り出すこととなり，斉藤先生
と私も参加しました。
それから斉藤先生をチーフに調査チームを
編成，数多くの工場やオフィスの単調労働の
労働科学的実態調査に取り組みました。＜労
働の人間化＞問題はまさに労働科学の登場な

くしては解決しない問題だったのです。

調査研究のチャンスを活用

労研は財団法人でしたが元々原資に乏し
く，財政的にはいつも火の車でした。私はそ
んな環境で育ったせいか，貴重な財源である
委託調査研究はチャンスであると考え大いに
活用に努めたものです。例えば，＜労働の人
間化＞では単調労働の調査研究でしたが，研
究が評価されたお蔭でその後も労働省から継
続的に委託研究費をいただきました。それが
「労働時間」や「労働と余暇」の私の研究テ
ーマと結びつきました。
また，「高齢者の労働能力問題」は，最初，
厚生省から委託された「所得保障の観点から
見た高齢者の労働能力測定法に関する研究」
で，若月俊一先生（長野・佐久病院長）と斉藤
先生の共同研究であり，前者は農村サイド，
後者は都市サイドの分担でした。労働科学的
手法による総合的な調査研究に私も参加し，
厚生省から継続的に科学研究費をいただき，
それが「高齢者の職業歴や定年後の社会生活」
に関する調査研究に結びつきました。労働科
学研究を目的意識にチャンスとばかり何でも
プラス志向に邁進したものでした。
思うに，アメリカ主導の「グローバル化」
の下にわが国政府が行った「構造改革」や「規
制緩和」により，この５ヵ年に正社員労働者
が約500万人も減りました。逆に今まで見ら
れなかったニートやフリーターなど生活に将
来性がまったく見えない悲惨な労働者たちが
約500万人も増加しました。労働者間では「過
労死」や「過労自殺」が多発，メンタルへル
スが社会的問題となり，絶対的賃金の低下や
サービス残業の拡大などが顕著に見られるよ
うになりました。今後，労働規制のさらなる
緩和（時短促進法の廃止，解雇の自由など）が進
めば，労働者全体の人権すら守られなくなり
ます。
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また，「ワーキングプア」も約400万人を
数えるなどますます「格差拡大」が促進され
る傾向が強まり，憲法第25条の「すべて国
民は健康で文化的な最低限度の生活を営む権
利を有する」を否定するような時代になりつ
つあります。
これらの実情を考えると＜労働の人間化＞
問題の軌跡を見ると「第一次」が資本主義成
立の20世紀初頭に発生し，「第二次」が戦後
の1960年代末に発生しました。21世紀初頭
の今が「第三次」の発生時期にあたるのでは
ないかと考えます。
そして，再び「労働科学」がクローズアッ
プされるような時代が到来すれば，まさに活
躍のチャンスの場ではないかというような気
がします。

労働時間短縮こそ命題

労研創立者の「労働科学の命題は『資本主
義下の労働の諸問題について』の批判と実践
である」ことを信奉してきた私にとって，「労
働時間問題」は最大のライフワークであり，
今日でも労働者の家族を含めて社会生活を大
きく左右するものと考えています。労働時間
制がILOでは1919年に１日８時間，週48時
間制を，1960年には週40時間制を勧告して
います。欧米先進国では48時間制勧告をい
ち早く批准，また，1970年代には多くの国々
が40時間制への移行を実現しました。
しかし，わが国は労働時間短縮問題につい
てはまったくの後進国であり，週48時間制
については政府が批准を拒否しました。よう
やく戦後の1947年に制度化されましたが，
40時間制についてはさらに遅れて1988年で
す。しかも労働省による年間総労働時間

1,800時間への時間短縮達成目標の年次も
年々延期されました。さすがに1992年には
労働時閭短縮促進法が制定されましたが，政
府の「構造改革」，「規制緩和」政策のもと，
今日に至っても実現できないでいるのが実情
なのです。
私は今までの調査研究から労働や生活（家

族を含めて）における諸悪の根源は，過長労
働時間にあると考えています。そして全労働
者の年間総労働時間を少なくとも1,800時間
に規制するならば労働者本人の「過労死」や
「過労自殺」防止はもちろん，広範にみられ
るメンタルへルスを含む健康保持と職業性疾
患，労働災害の防止，労働意欲の向上，文化
的生活の充実，男女平等参画，家族団らん，
親子交流の緊密化，育児・教育への参画など
の解決に大きく好転することにもなります。
大局的には雇用破壊，少子化，子供の教育，
非行化などその他多くの今日的社会問題を解
決するのに大きく貢献するであろうことは明
白です。
私の研究所生活の終盤は，労働時間短縮の
運動の実践として労働科学的「労働者の健康
調査」を数多く実施し，その成果を広く労働
者に還元普及することに努めました。
私は，「労働科学」が心身に染みこんでい

るので，例えば地元で第一種低層住居地域に
巨大マンションの建設工事が始まり多くの住
民から騒音の被害がひどいとの声が挙がる
と，騒音計測機を担ぎ騒音の実態調査を実施
するなど走り回り，住民運動・ボランティア
活動に参加しました。
これは「労働科学」の三つ子の魂とでも言
いましょうか。
「労働科学」の真理は永遠なりです。
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私と同期の人といえば木村菊二さんが私よ
り１年後で，その次が遠藤幸男さんです。お
二人の話を聞いて下さればそれが一番良いと
思うのですが，それぞれ視点が違うかもしれ
ませんから，少しずつ思い出しながらお話し
したいと思います。
私と労研の出会いは，1940（昭和15）年か
ら1946（昭和21）年まで労研におられて，後
に国立栄養研究所の所長になられた有本邦太
郎先生を介してでした。当時私が学んでいた
栄養学校で有本先生が食品学の講義をされて
おり，先生の講義の中で労研の存在を知りま
した。確か，学校の文化祭で使う資料をもら
いに祖師谷にあった労研を初めて訪れまし
た。まだ職員住宅が建設されていない頃で，
雑木林を抜けて有本先生の研究室を訪ねたこ
とを覚えています。
1941年の８月だったと思いますが，有本
先生に卒論について相談するため労研に出向
きました。有本先生の「自分は忙しくて力に
なれないけれど，後輩の高木和夫という面倒
見のよい男が東京市（当時）の衛生試験所に
いるから紹介するよ」という言葉に従って，
有楽町のガード下にあった衛生試験所の栄養
試験部に高木先生を訪ね，夏休みの間，動物

実験のお手伝いをしながら卒論の指導を受け
ました。高木先生はその後1944年に労研に
入所されますが，高木先生のご縁で，私も
1947年に労研へ入れていただきました。有
本先生は私が入所する１年前に労研を退職さ
れました。
当時，労研でも出征されている方がたくさ
んいました。お医者さんは軍医になる義務が
ありましたから，斉藤一先生や久保田重孝先
生も戦地に赴いていました。斉藤先生は小柄
な方なので長い軍刀を引きずって歩いておら
れたという話を聞いたことがあります。医者
でない人は戦時研究員という形で兵役を特別
に免除されていたそうです。

暉峻義等という人

私が入所した頃の所長は暉峻義等先生でし
た。暉峻先生の秘書の岩崎さんに連れられて
一度ご挨拶に伺ったことがあります。この頃
の先生は本当に多忙でしたが，一介の研究助
手に過ぎない私のために時間を作ってくれま
した。
1942年に労研内に日本勤労栄養学校がで
き，先生はここの校長も兼務していたため，
秘書から栄養学をやっていると紹介された私
を，はじめは自分の学校の卒業生だと思った
そうです。先生は言葉の最後に「～したまえ」

「聞き書き」から労研の歴史を紐解く

忘れられない人たち

増田　富江

◇私 ◇と ◇労 ◇研

ますだ　とみえ
元研究員（栄養学）

特集：労研を支えた人たちの群像（その３）
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とおっしゃるのが常で，私にも「これまでは
戦争のために若い人が十分に学ぶことができ
なかったけれど，やっと自由な時代になった
のだからこれからは大いに勉強したまえ」と
声をかけてくださいました。そして「この本
を読みたまえ」と，先生が監修されたハーヴ
ェイの『血液循環の原理』を差し出されまし
た。いわれるがままに読んでみたけれど難し
くて当時の私にはちんぷんかんぷんでした。
先生にご挨拶した時間は５分くらいだった
でしょうか。緊張のあまり私は声を出すこと
もできず，ただ先生の前に突っ立っていまし
た。先生の部屋には本が山のように積まれて
いて，その中から一番手元にあった一冊をひ
ょいと渡してくれたのだと思います。
『血液循環の原理』は，労研の創立15周年
を記念して1936年11月に出版されたもの
で，暉峻先生が監修，斉藤一，白井伊三郎，
松藤元，勝木新次，古沢一夫，中村一男，上
野義雄さんといった労研のそうそうたる顔ぶ
れがラテン語の翻訳を担当し，労研の総力を
あげて作り上げた一冊でした。当初は非売品
でしたが後に岩波文庫として再版されまし
た。
私が労研に入所した頃，暉峻先生は奥様や
ご子息と労研の社宅に住んでおられました
が，一時は料理研究家の中江百合さんのお宅
に住んでいたと聞いたことがあります。中江
さんが疎開先から戻られたので労研に移られ
たとのことでした。中江さんをはじめ暉峻先
生の周りには文化人がたくさんいらっしゃっ
て，労研にも職員以外の方たちが頻繁に出入
りしていたようです。
余談になりますが，中江さんのお姉さんが
女優の東山千栄子さんであったことから，東
山さんはじめ俳優の滝沢修さん，映画監督の
山本嘉次郎さんなども労研に顔を出したこと
があったそうです。暉峻先生の周りには先生
を慕う方たちがたくさんいらっしゃいまし
た。

暉峻先生には「産業大学」の創設という壮
大な構想がありましたが，レッドパージで教
職に就けなくなり，栄養学校の校長もできな
くなって，学校は廃校，産業大学の構想も夢
破れます。
私が労研に入った頃は暉峻先生の超多忙な
時代で，挨拶に伺ったとき以外は親しく話を
させてもらった記憶はありません。ただ，体
調を悪くされてからも杖を突いて労研へ顔を
出された姿ははっきり覚えています。岩崎さ
んが祖師谷まで迎えに行き，帰りもやはり岩
崎さんが駅まで送っていかれました。おもし
ろい話があって，定期券を持っていらっしゃ
るのにいつも顔パスで，定期券を見せたこと
がなかったそうです。あの強面でじろりとに
らまれるのですから，文句を言える駅員さん
はいなかったのでしょう。

日本勤労栄養学校設立

1939年に厚生省の外郭団体として日本勤
労栄養協会が設立され，２年後には大日本産
業報国会に合併されました。当時戦況が進む
中で軍需工場がたくさんできましたが，そこ
で働く人たちのために栄養食の配給所を作る
必要が生じ，その下準備として日本勤労栄養
協会が創設されました。そして栄養士の養成
が急務となって品川の鮫洲に日本勤労栄養学
校が開設されました。
栄養士が国家資格となるのは戦後の1947
年以降で，この頃はそれぞれの目的に沿った
栄養学校がいくつかありました。例えば私が
卒業した食糧学院は，病院で給食と栄養を管
理する病院栄養士の養成を目的として設立さ
れましたし，当時大変有名であった佐伯栄養
学校は行政で働く人たちのための栄養管理を
する栄養士の養成を目指していました。
日本勤労栄養協会が大日本産業報国会に合
併されたときに労研も統合されますから，栄
養学校の面倒を見てほしいということで労研
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内に組織されることになりました。
冒頭，暉峻先生が私のことを自分の学校の
卒業生と勘違いしたことを話しましたが，こ
のような経緯で，労研の中に工場給食の栄養
士を育成する日本勤労栄養学校ができたわけ
です。暉峻先生は喜んで受け入れられ，講義
も積極的に担当されたとのことです。品川の
鮫洲で学んでいた２回生の途中から労研に移
り，６回生まで卒業させますが，1946年に
廃校となりました。卒業生は100人近くにな
るでしょうか。少数ですが男性もいました。
暉峻先生の人柄に惹かれて入校してきた人が
多く，創立60周年を記念して暉峻先生の胸
像を建立する際には栄養学校の卒業生有志か
らも寄付が寄せられたほどです。
暉峻先生の名文句というのは有名な逸話
で，講義の前には「生きとし生けるものはみ
な労働す」とおっしゃってから話を切り出さ
れたそうです。誰もが話を聞いているうちに
すっかり酔わされて，まるで新興宗教の教祖
様のようだったと述懐される方もいました。
廃校に従って労研の栄養研究室が栄養学校
の卒業生の面倒を見るような形になり，私も
卒業証明書を発行するなどのお手伝いをした
ことから，今でも卒業生の人たちと交流があ
り，ともに労研時代を懐かしむことがありま
す。

東京大空襲炊き出しの話

ちょうど５回生の人たちが卒業を迎えた
1945年の３月10日，未曽有の被害をもたら
した東京大空襲がありました。空襲は３月９
日の夜11時頃から始まり，午前３時頃には
空襲解除が出されたそうですが，私自身は内
地にいなかったため，ここからは後で聞いた
話になります。
下町が空襲によって大打撃を受けたことを
知った暉峻先生の行動は迅速でした。まず学
校主事を呼び出して，寮生の何人かに集合を

かけさせ，浅草あたりまで様子を見に行くこ
とになりました。祖師谷駅の近くにアパート
を借り上げて栄養学校の寮としていましたか
ら，ここにいた寮生の何人かが暉峻先生に同
行しました。
上野までは電車が動いていましたが上野か
らは徒歩で浅草に向かいました。浅草小学校
に警察関係者が避難していたので，暉峻先生
が何か困っていることがないかと聞くと，食
べるものがないという答えが返ってきまし
た。暉峻先生は焼け出されて困っている人た
ちに炊き出しをしようと提案され，空襲の翌
日から２週間ほど炊き出しを続けたそうで
す。浅草小学校は当時では珍しくコンクリー
ト建造物であったため焼け残っていたことか
ら，学校の鍋や釡を使うことができました。
５回生は卒業を控えていましたが，直前まで
炊き出しの手伝いに総力であたりました。
当時栄養学校はたくさんありましたが，迅
速に行動したのは労研の栄養学校だけで，当
時の新聞で大きく報道されたそうです。暉峻
先生の先見の明にただ驚くばかりです。
この時のことは「大空襲の炊き出しの話」

として小冊子にまとめられており，実際に現
場で手伝った人達はあの悲惨な状況を終生忘
れることはないと回想しています。その頃の
栄養学校には企業から派遣されていた人もお
り，年齢もまちまちでしたが，とりわけ若い
人には過酷な体験であったと思います。

井上先生のこと

実は私は，労研の歴史の中できちんと取り
上げていただきたい方がいまして，それは井
上房江先生のことです。先生は戦争中の
1941年から42年まで労研に在籍されて，戦
後は1946年に再就職，1948年まで在籍され
ました。私は戦中のことは知りませんが，２
回目のときは，井上先生が栄養の研究室にた
びたび顔を見せられたので親しくさせていた
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だきました。
井上先生が最初に労研に入所された当時，
軍需工場では産業結核が問題になっていまし
た。日本人の病気として脚気が下火になり，
戦争中には結核が大問題になってきたにもか
かわらず，労研には結核に詳しい人がいなか
ったことから，暉峻先生が岡先生という著名
な先生を介して井上先生を招聘されました。
井上先生は女子医専を卒業の後，東大医学
部の小児科に研究生として通われました。そ
の時の指導教授が岡先生で，「学童の結核調
査」を勧められたそうです。まだツベルクリ
ンもない時代でしたから，検査する側も無防
備であったのか，井上先生ご自身が結核を発
症，1934年から中野病院で３年間，療養さ
れました。
療養後は患者の立場が分かる研究者として
いっそう結核の研究に没頭されるのですが，
労研としても結核のことをしっかりやりたい
と考えていた暉峻先生が，岡先生を通じて井
上先生を労研に招かれました。最初に入所し
た時は労研には１年間しかいませんでした
が，すっかり労研色に染まって，愛着を持た
れたとのことでした。この頃は安静療法につ
いて研究を進められていたようです。労研と
の約束は１年間であったため，1942年には
川崎の結核予防会に移られました。ちょうど
戦争が激しくなって埼玉に疎開しますが，埼
玉から時間をかけて川崎へ通われたそうで
す。結核予防会の後，前にも言いましたが
1946年から1948年まで労研に在籍，1949
年からは川崎の中央保健所に勤めることにな
りました。
この時代には，1947年に日本社会党の参
議院議員となった河崎なつという有名な婦人
運動家がいました。河崎先生のお嬢さんと井
上先生が女専の同期で親友でしたが，残念な
ことにお嬢さんは早逝されます。成城の大き
な家で一人暮らしをすることになった河崎先
生のことを気遣って，1947年から54年まで

の８年間，井上先生は成城に移り住んで河崎
さんのお世話をされました。また，河崎さん
が1963年に病に倒れた後は，井上先生が
1954年に千歳に新築した自宅へ引き取り，
1966年に亡くなるまで面倒を見られました。
なかなかできないことだと思います。
井上先生は1961年に橋本タケさんという
人を養女に迎え，同年からは，タケさんも一
緒に河崎さんのお世話をすることになりまし
た。橋本さんが結核療養所にいた時親しくな
った人のご主人が川崎の中央保健所で井上先
生の下で働いていたことが縁で，橋本さんは
井上さんのお手伝いをするようになるのです
が，その後30年という日々を一緒に過ごす
わけですから人の縁とは不思議なものだと思
います。
橋本さんは労研とも縁の糸でつながってい
ました。労研は高谷茂木さんが中心になって
神奈川県成瀬村で農民の健康調査を展開して
いたことがありますが，橋本さんのお父さん
が村の役職についていたことで，橋本家も調
査対象の一つに選ばれたそうです。タケさん
はまだ小学生でしたが，労研という言葉が耳
に残ったとのことでした。
井上先生は川崎の中央保健所へ移られた後
も時々は労研へ顔を出されましたし，OB会
にも出席され，労研とのご縁はずっと続きま
した。1989年に井上先生が川崎文化賞を受
賞されたときOB会でお祝いしました。確か
12回目のOB会であったと記憶しています。

OB会は現在も続いていますが，1966年に
暉峻先生が逝去されたとき，OBが各地から
駆けつけたのを見た斉藤先生が，OBが集ま
る場を作りたいと考えたことがOB会発足の
きっかけとなりました。以来所長の交代や何
かのお祝い事などに合わせて開催され，現在
では会を重ねて23回となりました。
井上先生は労研にいた時期は短いのです
が，多くの人からその人柄を愛されました。
京大を出て共同通信の記者となった弟さんが
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28歳の若さで事故死したこともあって，と
りわけ年下の若い男性の面倒をよく見ておら
れました。
私は労研に25歳で入所しましたが，井上
先生と初めてお会いした時，自分とたった
13歳しか違わないのにまるでお母さんのよ
うに思えたことを今でもはっきり覚えていま
す。高谷茂木さんなどは寮の自室を掃除して
もらったり，食事を作ってもらったりしたそ
うです。川崎文化賞受賞の翌年には，医療施
設のネットワークを作るための基金にしてほ
しいと多額の寄付をされました。また，千歳
のご自宅は後に労研に寄贈されました。誰か
らともなくマザーテレサのような人だと評さ
れた井上先生の足跡を，何らかの形で労研の
歴史に残していただきたいと私は切に願って
います。

思い出の中で生きる人たち

25歳で私は労研に入所しました。以来さ
まざまな上司に巡り合いましたが，忘れられ
ないのは1959年から1983年まで長く理事長
を務められた森戸辰男先生です。森戸先生は
荻窪に住んでおられて，私の家から15分ほ
どだったので，先生から書類にハンコをもら
うといったようなお使いをしょっちゅう頼ま
れました。通勤前にご自宅に伺うと，森戸先
生は日課である乾布摩擦をされていました。
奥様が入れてくださったおいしいお茶をいた
だきながら，乾布摩擦が終わるのを待ってい
たことなど懐かしく思い出されます。
それまで理事長を歴任された方の中には，
官僚色が強くてとっつきにくい人もおられま
したが，森戸先生は気さくで優しい方でした。
歴代の所長にも思い出がたくさんありま
す。勝木新次先生は少し神経質なところがあ
る方でした。とてもきれい好きな方で，朝，
所長室に入られると，真っ先に窓の枠の所を
指でなぞるなどといった話も聞こえてきたほ

どです。勝木先生はご自身がお金の苦労をさ
れたことがなかったので，戦後労研がお金で
苦労した時に，頭を下げるのがとても苦痛だ
ったのではないでしょうか。
勝木所長の後任となった斉藤一先生は，労
研ひとすじの方で，労研のことを深く愛され
ていました。必要であれば土下座も辞さない
という方で，私たちは勝木先生が知の人であ
るなら，斉藤先生は情の人だと受け止めてい
ました。
斉藤先生は交友関係も広い方でしたから，
その人脈を生かして労研の財政の逼迫を切々
と訴え，協力をお願いするために頭を下げ回
っていました。それこそ土下座もいとわない
気持ちだったのだろうと思います。労研を愛
していたということでは人後に落ちない方で
した。ただ，情が深い分感情の起伏が激しい
一面もありました。第一印象が悪いとなかな
かそこから抜け切れないとご自分で言ってお
られました。とにかく好き嫌いがはっきりし
ていて，例えば井上和衛さんは斉藤先生に可
愛がられていましたが，越河さんとはウマが
合わなかったようで，よく越河さんが「僕は
斉藤先生に嫌われている」とこぼしていたも
のです。昔の話ですから笑い話として聞いて
ください。
斉藤先生は晩年には俳句を楽しみました
が，私が入った頃は短歌に夢中になられて，
とても情熱的な歌を詠んでいました。まさに
情の人でした。
本林冨士郎先生にも思い出があります。先
生とはよく帰り道が一緒になりました。息子
さんのまさお（理郎）ちゃんが人なつっこい
子で，動物実験などをしていると声をかけて
きたりして，誰からも可愛がられていました。
本林先生は海軍の研究所にいた方で，労研が
1951年に海上労働研究室を発足させた時に
移ってこられました。勝木先生と東大で同期
でしたから，勝木先生が声をかけられたので
はないでしょうか。労研に来るときに海軍か
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らいろいろなものを持ってきてくださり，中
でもタイガー計算機は重宝しました。社会科
学では家計簿の研究もしていましたから，そ
れまでそろばんでやっていた計算がずいぶん
楽になったとのことでした。その後，海軍の
研究所にいた大島先生や沼尻先生も労研に移
ってきました。海上労働研究室は独特の雰囲
気があって，本林艦隊などという人もいまし
たが，それだけ本林先生に存在感があったの
ではないでしょうか。

労研の仲間と私の仕事

私が労研に入所して最初に手掛けたのは工
場給食の栄養調査でした。労研ではすでに栄
養に関する調査を進めていました。倉敷時代
の最後の方で，学術振興会から補助金をもら
って取り組んだのが「国民栄養調査」でした。
この調査は国民の蛋白質の必需量をいくらに
したらよいかということを決めるための基礎
資料ということで，国民を階層別に分けて
24時間尿を集め，尿中に出てくる窒素の量
を調べて蛋白質の摂取量を調査しました。私
はその頃のことは話に聞いただけですが，労
研の総力を挙げて２年間かけて調査したそう
です。とにかく暉峻先生が栄養問題に関心が
高く，その研究が営々と続けてこられました。
その延長として工場給食の栄養調査がありま
した。
1944年に労研に入った高木和夫先生は，
自分の学位論文のために「労働とビタミンB

１に関する研究」というのをこつこつ進めて
おられました。
1948年，労研が資金難に陥ったことから，
独立採算制が取られるようになりました。つ
まりそれぞれの部門が独自で食べていく方法
を考えなさいということでした。一番お金を
集められないのが社会科学で，給料も遅配に
なったというような話も聞いたことがありま
す。この頃，農業労働研究室の責任者だった

楠さんが「農家における保有米調査」という
委託を農水省の統計局からとってきました。
この時，統計局の大橋一雄さんと遠藤幸男さ
んと和崎信子さんの３人がお金と一緒に労研
に来ました。金額は当時のお金で200万円だ
ったと聞いたような気がします。
保有米調査というのは農家にお米を供出さ
せるのに，農家に残すお米の量はどのくらい
が妥当なのか調査するというものでした。米
作地帯からは新潟県が選ばれ，麦作地帯から
は愛知県が対象となりました。それぞれの地
帯で１年間を通じて農家に張り付いて，規模
別，あるいは所帯構成別に統計を取ろうとい
うのですから，多くの人員を必要としたため，
私たち栄養の人間も手伝いました。農家に迷
惑をかけないためお寺などを借り切って合宿
し，自分たちの食べるものは自分たちで確保
しました。
私はたまたま遠藤さんと同じ農家を訪ねた
ことがあります。遠藤さんはタイムスタディ
の仕事で，私は兵糧調査といって，農家で食
べる量をはかりで測って，それを栄養量に換
算して栄養価を出すという仕事をしていまし
た。長い時間，共に過ごすので農家の方とも
仲良くなるのですが，独身だった遠藤さんは
特に可愛がられていました。戦争中なので男
性は兵隊にとられていましたから，婿に来て
ほしいといわれたほどです。
1949年から50年にかけては農家でさまざ
まな調査を行い，50年から52年にかけては
低所得者層の調査を行いました。低所得者の
調査では，水上労働者，生活保護所帯，失業
者などさまざまな人に会いに出かけていきま
した。
まだ復興していない広島にも行ったことが
あります。川べりに掘っ立て小屋を建てて暮
らしている人たちから話を聞きました。掘っ
立て小屋で暮らしている人たちの中には，被
爆して連れ合いを失った人たちが子どもを連
れて再婚しているケースも多かったようで
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す。忘れられない光景でした。
林野庁の委託で北海道の飯場に山林労働者
の調査に行ったこともあります。旭川からさ
らに奥に入った地域で，それまで見たことも
ない雪景色に思わず「クリスマスカードの世
界だ」と声を出してしまいました。思えば不
謹慎なことでした。
働いている人たちはむしろがけの小屋で寝
起きしており，顔に雪が積もるような悪環境
で生活していました。私たちは顔に雪こそ積
もりませんでしたが，お風呂に入っても芯か
ら温まらずガタガタ震えて困りました。零下
30度という世界では風呂場のお湯さえ凍る
のです。
また，出稼ぎの調査に行ったこともありま
す。農閑期の冬場は農村の人も漁場の人たち
も出稼ぎに行きます。飯場ではご飯とみそ汁
しか出ませんから，おかずはそれぞれ自分で
持ってきました。農家の人たちは沢庵や白菜
漬など樽ごと持ってきていましたし，漁場の
人はやはり魚を持参していました。一個のお
にぎりの大きさが人間の顔の大きさであった
のにはびっくりしました。
1952年から54年にかけては最低生活費の
研究・調査を行いました。これは藤本先生が
主に取り組まれた調査ですが，私たちは尿か
ら体内の栄養価を調べるという調査を行いま
した。最低生活費についての調査・研究は
1954年に本にまとめられました
海上労働研究室と一緒に船員の調査を行っ
たこともあります。私たちは船員の栄養調査
を行ったのですが，とりわけビタミンの欠乏

について細かく調査しました。
1962年には「学校給食の作業員の適正な
配置に関する調査」というのを行いました。
これは学校の規模ごとに調理員を何名置くこ
とが妥当かということを調べるものでした。
この頃は脱脂粉乳から牛乳に切り替わる時期
でした。また，地方では薪でご飯を炊いてい
るといった学校もありました。学校によって
差があったため，タイムスタディをとって，
疲労調査や環境調査などの総合調査を行い，
学校の規模別に必要な調理作業員の配置を決
めていきました。この調査には文部省と自治
労の両方からお金が出ました。
毛色の変わった調査も行いました。労研の
財政が厳しい状態にあったので，お金をたく
さんいただけるのならどんな調査・研究でも
やろうというのが職員の共通の思いでした。
私が携わった研究は養命酒の効果ということ
でした。動物を使っての実験で，２年間にわ
たり，動物に養命酒を飲ませて，運動させた
り，させなかったりして，寿命にどれくらい
効果があるかというような研究でした。研究
の結果，飲ませた方が長生きするという結論
が出ました。
栄養の研究とは直接関係ないのですが，高
木先生が図書館の館長をしていたことから，
ゲッチンゲン文庫に興味を持たれてその整理
を手掛けられたので，私も整理カードを作る
などのお手伝いをさせてもらいました。
思えばいろんな経験をさせてもらいまし
た。いまはただ労研との出会いに感謝してい
ます。
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＜編集部から＞
　本誌79巻４号，５号，そして今回の８
号と，３回にわたって９名の労研OB・OG

からの「聞き書き」を掲載させて頂きまし
た。最後にご登場頂くのは，暉峻義等ご次
男の暉峻衆三さんです。酒井一博所長（当
時）が所内のオーラル・ヒストリー研究会
を代表してインタビューしていますので，
その形式のまま掲載いたします。インタビ
ューには，元研究部長の井上和衛氏も同席
されました。

木造の研究所の思い出

暉峻　私は倉敷で生まれました。父と母がヨ
ーロッパからアメリカに旅行しているときに
関東大震災があって二人は急きょ帰国，その
翌年の1924年に私が生まれました。６月に
94歳になりました。小学校６年のときに東
京へ移りますが，それまではずっと倉敷で過
ごしました。
研究所は倉敷紡績の万寿工場の中にあり，
山陽線の線路を挟んだところに自宅がありま
したから，父は踏切を渡って研究所に通って
いました。書類の整理などで日曜日も研究所
に出かけていきましたが，そのときは必ず私
を連れていきました。

休日の労研というのは木造の建物というこ
ともあり，とても静かな佇まいであったこと
を覚えています。作業をしていた人が女工さ
んの売店で飴などを買ってくれるのが週に一
度の楽しみでした。当時，所員はそんなにた
くさんいなかったように思います。
酒井　つかぬことを伺いますが，先生は当時
の研究所の屋根の色を覚えておられますか。
暉峻　覚えていませんね。家を探せば，倉敷
時代の写真はどこかにあるはずですが，あっ
たとしても白黒写真ですから屋根の色までは
分からないと思います。
酒井　２年前のことですが，大原孫三郎の経
営の片腕だといわれた原澄治とゆかりのある
人に面識を得て，いろいろ話を聞かせてもら
ったことがあります。その人の倉敷市内の自
宅に伺ったとき，労研の建物のスケッチを見
せて頂きました。裏にはスケッチを描いた人
の落款がありましたが，それによると労研の
建物を設計したのは，当時大原家関連の設計
を一手に請け負っていた薬師寺主計（やくし
じかずえ）ということが分かりました。薬師
寺は大原美術館を設計したことでも知られて
います。スケッチの屋根は赤く塗られていて，
設計者が描いたものですから間違いのないも
のだと思います。真っ赤というより，非常に
落ち着いた雰囲気の赤い屋根でした。
暉峻　原澄治さんは旧家の出の方でした。大

「聞き書き」から労研の歴史を紐解く

つれづれなるままに

暉峻　衆三

◇私 ◇と ◇労 ◇研

てるおか　しゅうぞう
農業経済学者

特集：労研を支えた人たちの群像（その３）
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きな家で，道沿いに高い塀があったことを覚
えています。残念ながら屋根の色については
定かではありません。

大原孫三郎と暉峻義等

酒井　先生は大原孫三郎に会われたことはあ
りますか。
暉峻　大原さんはしばしば父を訪ねて来られ
ました。私は小学生でしたから直接お会いし
たことはありませんが，両親が大原さんを非
常に尊敬していたことは子ども心にもよく分
かりました。皆さんご承知のように，労研の
研究は経営的にはとても苦しいものがあっ
て，大原さんが援助して下さるのですが，お
金の使い道など一切お尋ねになりません。
労研は労働者の生活をよくするためにいろ
いろ提案をするわけですが，大原さんはそれ
を現実のものにしていくことだけを考えてお
られました。当然，経営陣からは反発されま
すが，大原さんはそういう経営陣を押さえて，
自分の理念に基づいて行動されました。しか
し，そのような会社内のトラブルについて父
に語るようなことは一切ありませんでした。
お金を出しているのですから，本当は愚痴の
一つもいいたいところでしょうが，そういう
ことは一切なかった。大原孫三郎という人の
偉いところはそこだと私は思います。
井上　大原さんは，ご自分の会社である倉敷
紡績の労働条件の改善を目指して暉峻さんを
招聘したわけですが，暉峻義等の眼はそこだ
けを見ていたわけではありません。暉峻さん
は戦時中に自分が出歩いてまとめたものを，
戦後本にしました（「農業の労働科学」）。本当
は３分冊を予告していたのですが，1958年
に２分冊で国土社から出されました。その序
文で暉峻さんは「筆者は農民の生活と労働に
親しむこと20年になるが，私は私の持ち得
た研究の時間を農民と農民の生活のために使
った」と述べています。さらに，跋文では「日

本における農業労働科学の発展のために一方
ならぬ援助をくださった方々に感謝したい」
とあり，その冒頭に大原孫三郎の名前が挙げ
られています。跋文は続けて「大原孫三郎氏
は自らが経営する倉敷紡績工場の婦人労働者
の労働条件改善のために倉敷労働科学研究所
を設立し，ここが私の生涯の研究典拠となっ
た。紡績工場の婦人労働者は農村からの出稼
ぎ者である。貧困な農家の家計を助けるため
に彼女たちは労働している。この事実が私を
農業労働科学の研究に馳せさせたのである。
農業の勤労条件を良くして，貧農をなくすこ
とが先決問題である。これさえできれば農家
の人が劣悪な労働条件の工場で働くことを拒
否するであろう。そこで私は農業労働研究所
を設立した。それは労研設立から13年後の
ことであった」とあります。また，序文の最
後の部分がとても重要だと思われるのです
が，そこには「この著作の目標は直に農民に
迫り，農民に訴えることである。学会に訴え
ることより農民に訴え，農民に理解してもら
うことがより重要であり，適切であると思わ
れる事実の多くが本書の内容をなしている」
と書かれています。
酒井　素晴らしい文章ですね。さて，先生は
今の話も含めて，暉峻義等の農業に関する研
究については，どのように評価されています
か。
暉峻　大原さんが大原農業研究所を作ったの
は1914年のことでした。大原さんは真っ先
に農業研究所を作られたわけです。彼は大資
本家でしたが，その前に大地主でしたから，
やはり大原さんは農民のことを始終考えてお
られたと思います。それは大原家の経済状態
の改善にも役立つわけですから，少しでも農
業生産力を上げて，農民の生活や労働条件を
よくできないものかということをずっと考え
てこられた結果，大原農業研究所を設立され
たのだと思います。
ただ，大原農業研究所は技術的なことに限
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定していて生産力的な観点での研究に力を入
れていましたから，そこが大原農研と倉敷労
働科学研究所との大きく違う点であるという
ことが重要だと思います。
大原さんの農業問題に関する関心はとても
高かったと思いますが，小作運動もありまし
たし，地主と小作の関係は絶えず対立を内包
していましたから，難しいこともいろいろあ
ったのではないでしょうか。1918年に，日
本初の民衆蜂起といわれた米騒動が起こりま
すが，大原家も農民に包囲されるということ
がありました。

農業労働調査所と暉峻義等

酒井　義等さんは大原社研の所員になってい
た時代もありますが，大原農業研究所の所長
をしていた近藤万太郎さんと交流というか，
情報を共有されたことはあるのでしょうか。
暉峻　せまい社会ですから，当時大原農研と
大原社研の所員同士は何らかの接触があった
と思います。私の家にも大原農研の人がプラ
イベートな形で訪れてきて父と親交を結んで
いました。土壌微生物の研究者などのほか，
勝木新次さんもよくわが家に来ていました。
勝木さんはアメリカで専門の研究をされてか
ら，大原へ入られた方です。大原農研でどう
いう研究がされていたかは父の耳にも入って
いたと思います。
所長の近藤万太郎さんの家も比較的近所だ
ったので，お付き合いがありました。ただ，
その後父が設立した農業労働調査所について
は小さいときに連れて行かれた記憶はありま
すが，特にお話しできることはありません。
井上　暉峻義等は1933年に岡山県高月村に
農業労働調査所を作りますが，このとき労研
に有栖川厚生資金や服部奉公会から研究助成
金が提供されました。調査所といっても高月
村の空き家を借り受けた程度の規模でした
が，現地に駐在してデータをとるなど研究と

しては充実していました。
高月村の調査所は２年後に閉所となり，
1938年に神奈川県に農業労働調査所を設立
しますが，この頃の方が資金繰りに苦労して
いました。小田急沿線の今の伊勢原あたりで
す。そこは１年ほどで閉所して，今度は栃木
県筑波村に移りました。1940年のことです。
衆三先生がまだ小学生のときのことですか
ら，農業労働調査所についてお分かりになら
ないのは無理のないことだと思います。
では，農業労働調査所についてどう評価し
ていくかということですが，戦後に生活改良
事業というものが展開されましたが，農業労
働調査所は戦前にその先駆的なことをやって
きたと，今あらためて思っています。労働科
学のタイムスタディや生活記録の手法など労
研が開発した手法が，戦後の生活改良普及事
業の中に取り入れられていきました。今の人
は知らないと思いますが，労研の先駆的な活
動は当時の官僚からも支援されて，やはり暉
峻義等という人はカリスマ的存在であったと
思います。
暉峻　父の人脈は確かに広かったです。財部
さんとはよく会っていましたね。農業につい
ては今お話したとおりですが，最晩年には漁
業のことをやらなければと，漁民の労働状態
を調査するために高齢にもかかわらず船に乗
って東シナ海まで出かけていました。
私の父は決して理論家ではなく，むしろ実
学家でした。実際の労働現場をとても大切に
していました。漁師さんたちとも付き合いが
あって，いつだったか焼津の漁師がマグロの
頭をぶら下げて「先生お一つどうぞ」とわが
家を訪れたこともありました。
井上　暉峻先生とお付き合いのあった官僚に
小沼さんという人がいました。この人が水産
庁にいた時代に暉峻先生に漁民の調査をお願
いしています。委託調査でないとお金が出ま
せんから，小沼さんが漁業の調査を依頼され
て，先生の最後の仕事は漁業になりました。
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当時，暉峻さんをサポートしていた助手も
小沼さんつながりです。

大原孫三郎の仕事

暉峻　みなさんよくご存じなので私の話はあ
まり役に立たないかもしれませんが，大原孫
三郎という人は，今に残る仕事をされたとい
う意味で３つの点が特筆されるべきだと思い
ます。彼は農民の問題に非常に関心を持って
いて，真っ先に大原農業研究所を作りました。
それが1919年の大原社会問題研究所設立に
つながり，２年後の倉敷労働科学研究所の設
立につながっていきました。この３つの研究
所の設立が大きな仕事の一つ目です。そして
今もって命脈を保っているということに大き
な意味があると思います。　
それから２つ目としては，倉敷のすべての
市民の健康に役立つようにと倉敷中央病院に
も資金を提供しました。３つ目が，金持ちが
持っている美術や工芸品は市民に公開しなけ
ればならないと考え，1930年に大原美術館
を設立したことです。研究所も病院も美術館
もちゃんと現代に受け継がれていることこそ
大原孫三郎という人の偉大なところだと思い
ます。
どうしてこういうことができたのかと考え
てみると，大原さんのパーソナリティという
か環境について考えてみる必要があると私は
思います。
歴史的背景に目をやると大原社研や労研が
設立されたのは大正時代でした。第一次世界
大戦を契機にものすごい勢いで日本経済は発
展を遂げました。急激な資本主義の拡大によ
って貧富の格差は大きくなっていき，第一次
世界大戦が終ると新たな階級関係の問題が生
じてきました。1917年にはロシア革命が起
こり，翌年の1918年には，日本で最初の人
民蜂起といわれる米騒動が起こりました。新
しい時代の到来を国民の誰もが感じていたと

思うのですが，今までとは違った農民問題も
生まれてきました。それを乗り切るための方
策としては２つの潮流がありました。一つは
生産性原理に基づき生産力を上げて事態を打
破していこうという考え方であり，もう一つ
は農民問題や労働問題を弾圧・規制で乗り切
ろうというものでした。
そういう時代にあって大原さんはそういう
ことで本当に良いのだろうかと考えたそうで
す。これは大原さんの生い立ちと深くかかわ
ってきますが，彼には３人の大切な友人がい
たといわれています。その一人が山川均でし
た。山川は旧家の出で，小学校の同級生であ
り親友でしたが，知識が豊富でとにかく何で
も知っているということで，大原さんは「知
己友」と分類，山川の言動にはいつも敬意を
払っていました。
２人目が石井十次です。やはり倉敷の旧家
で，家は薬屋でした。石井は後に岡山孤児院
を創設します。クリスチャンであった石井の
影響を受け大原さんも洗礼を受けるほど，石
井の存在は大きかったようです。彼のことは
「了友」と呼んでいました。
もう一人が「真友」と分類していた森三郎
です。彼は静岡の農家出身で東京帝国大学の
農学系の学生でしたが，大原さんが早稲田大
学に通っていたころに同じ下宿で過ごした仲
です。森は大原さんを足尾銅山に連れていき，
公害の恐ろしさというものを見せました。大
原さんは大きなショックを受けたそうです。
また，森三郎は二宮尊徳に心酔していて，大
原さんにも二宮尊徳に学ぶように強く勧めた
そうです。
山川，石井，森という優れた友人がいたこ
とは，大地主であり，大資本家であっても他
と違う人間像が形成されることにつながりま
した。大切な三人の友人の影響を受けた大原
孫三郎は，新しい時代に直面したとき，弾圧
や科学的管理法で労働生産性を上げたとして
も事態は決して改善されないだろうと考えま
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した。新しい時代にこそ農民や労働者の環境
を改善する新しい施策の科学的研究が必要だ
と考え，独立した社会問題研究所として，日
本経済の中心地大阪市天王寺区に大原社研を
作ることにしました。このとき真っ先に協力
を依頼したのが河上肇です。河上肇は当時，
権力層から大変睨まれていましたから，真っ
先に彼に相談したということも特筆すべきこ
とではないかと私は思います。そこには山川
均の存在があったのではないかと私は考えて
います。
ただ，河上は大原社研の所長になることに
は首を縦に振りませんでした。その代わりに
東大の経済学部にいた高野岩三郎を推薦して
くれました。1920年３月，高野岩三郎は大
原社研の所長に就任しました。
さて，念願の大原社研をつくり，調査・研
究が始まったものの，実際の労働者の改善に
は具体的に役に立たないことを大原さんは不
満に思いました。自分が経営している倉敷紡
績の現状を見ると，そこで働いている女工は
昼夜二交替という厳しい条件のもと，イギリ
ス製の機械を使いこなす重労働で，中には倒
れる者もいるということに大原さんは悩みま
した。そういう中で私の父と出会い，大いに
共鳴しあうということがありました。

倉敷労働科学研究所設立まで

暉峻　父は浄土真宗本願寺派のお寺の息子で
す。本当なら寺を継がなければいけないとこ
ろを東京帝国大学の医学部に進みました。そ
のころちょうど帝大では新人会という思想運
動団体が台頭してきており，ロシア革命と米
騒動に影響された学生たちが新人会に集って
いましたが，父は，医学部からたった一人新
人会に参加しました。
大学を卒業した父は，本所深川の貧民窟に
入って，貧民の生活や衛生状態に関して調査
を開始しました。ここが現場主義者の父の真

骨頂であり，貧民窟に住み込むようなことは
私にはできないことです。驚くべきことに父
と母は貧民窟で新しい所帯をもっています。
母は「どうして新婚なのにこんなところ住
まなければいけないのか」と嘆いていたこと
を聞いたことがあります。
貧民窟の住まいに訪ねてきた人が「あなた
たちにあげるものなど何もないのだけれど，
せめて漬物石に使ってくれませんか」といっ
て，きれいな卵型の石を持参してくれたそう
です。隅田川ででも拾ったのでしょうか。そ
の石は重宝されて，今は私の自宅の庭の片隅
に鎮座しています。
中には懐に茶碗と箸を入れて私の家へやっ
てきて，食事をしては，ちゃんと茶碗と箸を
洗って持って帰り，食事時になるとまたやっ
てくるという人もいました。　
これらのエピソードにヒューマニストの側
面が垣間見られますが，父は科学的管理法で
生産力を上げていくことに対してそれを批判
する論文も書いたことがあります。
大原さんにはとにかく現場を何とかしなく
てはいけないという思いが強くあって，貧民
窟の父に使いを出しました。父は大原社研で
研究者の道を歩み始め，そこで出会った大原
さんと共鳴しあって1921年７月１日，倉敷
労働科学研究所を創立しました。以上が倉敷
労研設立までのバックグラウンドのお話で
す。
井上　今までの話を聞いていて思い出したこ
とがあります。斉藤一先生が何かに書いてお
られたのですが，大原孫三郎はイギリスの実
業家であり社会改革家であったロバート・オ
ーウェンをちゃんと読んでいたのではないか
という指摘でした。私はスコットランドに調
査に行ったことがありますが，スコットラン
ドのニューラナークというところにロバー
ト・オーウェンが経営している紡績工場があ
りました。そこへ行って驚いたのは，オーウ
ェンが自分の工場で働いている女工さんたち
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の労働環境の改善を考え，女工に教育をつけ
なければならないと考えていることでした。
これは労働科学だと思ったことを今でも覚え
ています。イギリスと交流があったわけでは
ないのに，労研も同じような展開を遂げてい
ましたから。ニューラナークにあるオーウェ
ンの紡績工場は世界遺産になっていまでは見
学コースもできています。労働科学をやる人
はぜひ行って頂きたいですね。オーウェンは，
10時間労働でも大活躍しますし，最低年齢
を打ち出したのもオーウェンです。
暉峻　子どもたちは小さい頃からオーウェン
について学ばされるということを私も聞いた
ことがあります。イギリスも日本も同じ時代
のなかでの潮流なのだと思います。それにし
ても大原さんのバックボーンにはたくさんの
ものがあります。キリスト教であり，二宮尊
徳であり。とても自由にさまざまな思想を自
分の中に取り入れられていった，そういう意
味では稀有な方だと私は思います。

青山から祖師谷へ

酒井　これまでなかなか聞く機会のなかった
すてきな話をたくさんして頂きました。ちょ
っと先を急ぎたいのですが，昭和12年に青
山へ移ってくる頃くらいからのお話を聞かせ
てください。この時代に義等先生が大変苦労
されたお話など聞いておられませんか。
暉峻　労研の社会的ニーズが高まって，資金
的にも個人の手には負えないということで東
京への移転が決まりました。倉敷時代は労働
生理と労働心理が中心でしたが，移転をきっ
かけに，今までにはなかった社会科学の部門
が新設されスタッフの層も厚くなりました。
父はとにかく偏見を一切持たないで，良い研
究をしている人を積極的に採用しました。
この頃よく父のもとに特高が来ました。一
番目を付けられていたのは風早八十二さん
で，この人を早く辞めさせろといわれていま

した。父は夕食の度に，「彼はよい研究者だ
からいてもらうのであって，それを『辞めさ
せろ』などというのはまったくもってけしか
らん」と憤慨していました。主義や思想で差
別するようなことはなかったです。そういう
父を頼っていろんな人がやってきました。中
には，あそこに入っていれば弾圧も受けない
だろうとやってきた人もいました。ある人が
当時の労研を「今や，日本の地平線上に残る
唯一のマルクス主義のピラミッド」だと評し
ましたが，なかなかうまいこと言うものだな
ぁと感心した覚えがあります。ただ，所長で
したから，人件費を払う苦労はいつもあった
のではないかと思います。
井上　お金の苦労のことでちょっと付け加え
ますと，これは若月俊一さんから伺った話で
す。若月さんは帝大を出て倉敷の研究所へ行
くつもりでいた頃，ちょうど暉峻義等が本郷
の旅館に泊まっていることを知って挨拶にい
ったそうです。その時財部海軍大将も同席し
ていてまだ若かった若月さんは反発して盃を
受けないで帰ってきました。結局若月さんは
労研を選ばず，長野県の佐久で無医村に病院
を作り，名を知られるようになりました。
戦後，労研で斉藤一の講演会をやることに
なり，帝大で同級だった若月さんも講演会に
やってきました。そのとき，上野まで迎えに
行ったのが私です。その道すがら，若月さん
が例の本郷の旅館での話に触れ，「あのとき
は盃を受けなかったけれど，今思えば経営の
責任がある暉峻義等はああするしかなかった
だろうし，だからこそ日本の労働科学は生き
残ったのだと私は思っています。誰も暉峻義
等を批判することはできません」とおっしゃ
いました。
暉峻　風早さんはよく私の家に来ていまし
た。戦後になって風早さんは「自分が研究者
として戦時中を生き延びられたのは労研が所
員としての地位を守ってくれたおかげです」
と何度もおっしゃっていました。1941年に
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つれづれなるままに

大日本産業報国会に統合され，戦争協力体制
に入るわけですが，このような側面もあった
ことは申し上げておきたいと思います
井上　学問として生き残る道だったのではな
いでしょうか。とにかく豪快な方でした。こ
れも人から聞いた話ですが，暉峻さんももち
ろん特高に見張られており，旅行に行くとき
もついてくるそうです。暉峻さんは自分から
特高を見つけると，自分の前に座らせ，とき
には駅弁を買いに行かせたというような逸話
も残っています。
暉峻　とにかく高級官僚から芸術家まで付き
合いの広い人でした。マルクス主義者からリ
ベラルな音楽家であった兼常清佐などとも親
交がありました。彼は父から民謡にはリズム
を発展させることで生産力を上げる力がある
ということを研究しろといわれたそうですが
論文は残っていません。
井上　論文にはなっていませんが，テープレ
コーダーもない時代に音盤を持参して全国を
回り，田植え唄などを集めてきた報告をした
ことはあったそうです。
暉峻　兼常さんはよくわが家へ顔を出してい
ました。労研の中ではいろいろ批判もあった
ようですが，父は最後まで兼常さんをかばい
通しました。兼常さんは平和主義者でしたか
ら私にとっては戦争中のオアシスで，彼の研
究室をよく訪ねました。とても面白い人で，
当時，紀元2600年が奉祝されていましたが，
兼常さんは「2600年なんか少しもめでたく
ない。私にとっては2601年がめでたいのだ。
なぜなら３で割れるから」なんて時代を茶化
していました。「脛にゲートルを巻いたらす
ぐに軍国主義者になれる」などいつも冗談を
言っていましたね。
井上　音楽家だけでなく作家もいました。後
に直木賞作家になる西口克己も労研の所員だ
ったことがあります。暉峻さんから「関東の
労働歌」の調査を命じられたけど結局何もし
ませんでした。月給日になるとやってきて，

労研の廊下をぐるぐる回って人の研究室をの
ぞいていたそうです。こういう人にも月給払
っていましたから，暉峻さんの苦労は絶えな
かったことでしょう。度量の大きな人だった
のだと思います。私は1957年の入所ですが，
その頃の暉峻さんはいつも顧問室におられ，
月に一度の全体研究会では姿をお見掛けしま
した。

多彩な人生

酒井　話は先へ飛びますが，戦後の労研の国
際協力についてお話し頂けたらと思います。
斉藤一さんには国際協力について論文とし
てまとめておきたいという意向があり，生前
メモをずっと書いておられました。今はILO

にいる川上君が労研にいたころ斉藤さんから
そのメモを託されたという経緯があります。
川上君はそのメモを斉藤一さんの名で「労働
の科学」に残したいということで，最近論文
の投稿がありました。それを読みますと，
1953年のアジア労働衛生会議が始まりかと
思うのですが，アジアから人を招聘するには
ずいぶんお金もかかり，ご自宅の一部を抵当
にされたというような話も出てくるのです
が，そのあたりのことで聞いておられること
はありませんか。
暉峻　その話は事実だと思います。家が抵当
に入り，その結果かつての宅地には今は別の
人が住んでいます。父はあんまり厳密には考
えないで，二つ返事で「ああ，いいよ」とい
ってしまう人ですから。その代わり，人にも
ずいぶん助けられて，交通公社の偉い人が友
人とかで旅費を出してもらっていました。
井上　暉峻さんは吉岡金市の研究活動にもお
金を出していましたね。吉岡は労研に1934
年から1941年まで在職，1939年には「日本
農業の機械化」という本を出しました。労研
を辞めてからは金沢経済大学でイタイイタイ
病の研究をしていました。労研でも招いて講
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特集：労研を支えた人たちの群像（その３）

演会をやったことがあります。日本農業の機
械化という歴史に触れたとき，名前の出てく
る人ですが，研究の基礎になっているのは労
研で体得した現場主義だと私は思っていま
す。
酒井　先日「昭和研究会」という本を読んで
いましたら，暉峻義等という名前が２回出て
きました。東亜研究所もそうですが，いろん
なところで先生の名前が出てきます。日本産
業衛生協会の仕事もされていましたし，戦後
の第一回の総会が労研で開かれたときは所員
が総出したという話も聞いています。
暉峻　私は今94歳になったことは冒頭お話
ししました。父は72歳で発病して77歳でこ
の世を去りましたが，その人脈の広さ，親交
を結んだ人の多さは，私と比べ物になりませ
ん。多彩な人に支えられた多彩な人生であっ
たと思います。大原孫三郎さんより10歳年
下でしたから，倉敷労働科学研究所が設立さ
れたとき，大原さんは41歳，父は若干31歳
でした。
まあ，波乱万丈といいますか，強運といい
ますか，戦争中，日本海を船で渡っていたと
き，魚雷に当たっていますが，幸いにして不
発弾だったそうです。また，医者のくせにま
ったくの不養生で，種痘をしないで中国に行
ったことがあります。家へ帰って来てから発
熱が続くので医者に診てもらったら天然痘と
診断されました。診てくれた医師は種痘もし
ないで海外へ出かけた父にあきれていまし

た。伝染病ですから，家ごと隔離され，私た
ちも大変な目に遭ったことは忘れられませ
ん。
葬儀は青山葬儀場で執り行われ，森戸辰男
さんが葬儀委員長を受けてくれました。
1966年12月６日，多彩な77年の人生を閉
じました。とても寒い日でした。

暉峻衆三さん　略歴

1924（大正13）年
　 ６月26日，岡山県倉敷市において，父・
義等，母・文の次男として生まれる。父
は倉敷労働科学研究所勤務。
1937（昭和12）年
　 父の研究所が「日本労働科学研究所」と
して東京に移転したのに伴って上京。
1947（昭和22）年
　東京帝国大学卒業，大学院進学。
1953（昭和28）年
　 東京教育大学文学部助教授となる。農業
経済論を担当。
1984（昭和59）年　
　農学博士学位授与（東京大学）。
1992（平成４）年　
　 東亜大学大学院総合学研究科教授とな
る。開発経済学を担当。
2023（令和５）年
　12月22日，逝去。99歳。
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はじめに
インドで最も大きな州であるラージャスタン

では，砂岩をはじめとする採石および石材加工
産業が盛んです。同州の石材加工職場における
じん肺対策については以前に本誌で紹介しまし
た（『労働の科学』77巻４号 2022年）。今回はず
っと気になっていた採石場における産業安全保
健対策を進める機会があり，報告します。

採石作業の実際
私が住んでいる首都ニューデリーから列車に

揺られて６時間ほどで，ラージャスタン州東南
部の中心都市であるコタ（Kota）市に着きます。
コタにも長い歴史を物語るすばらしい城塞など
があるのですが，今回も観光の時間はありませ
んでした。到着の翌朝，ホテルから車で２時間
走り，早速郊外にある採石場の一つを見せても
らいました。途中は草や灌木だけの乾燥地帯が
続き，ところどころに採石場や石の加工場が見
えます。夏季には気温が50度を超えることも
あります。
写真１に採石場の概観を示します。トラック

が入れる一番奥の岩の崖の部分で発破をかけ，
崩れた砂岩の塊をドリルで穴を開けながら，大
きさはまちまちですが，例えば縦１メートル，
横２メートル，深さ50センチぐらいの塊に切
り崩していきます。このドリル作業中（写真２）
は高濃度の粉塵が発生します。切り崩された重
量のある岩塊を小さめのものは人力で大きいも

のはクレーンでトラックに積み込み，敷地内の
作業場まで運びます。岩塊は砂岩なので薄いい
くつもの層からできています。写真３のように
作業場では，のみとハンマーを使って人力で砂

インド，ラージャスタン州の採石場

川上　剛

20I LOインド南アジア

かわかみ つよし
労働安全衛生・労働監督シニアスペシャリスト，ILO南アジ
アディーセントワーク技術支援チーム，ニューデリー

産業安全保健通信

写真１　�採石場の概観。トレーニングでは，トラ
ックが転落しないための安全で広い道路
の確保が提案されました。

�写真２　�粉塵への暴露を減らすために，散水と適
切なマスクの使用が提案されました。
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岩を薄い板にはがしていきます。これがここの
採石場の最終生産物で，トラックで他の砕石場
や加工工場に運ばれていき，砂利やセメント材
料その他に加工されます。この採石場には，十
分な広さの通路整備，電気の配線，自分たちで
石を積み上げて作った休憩コーナー，マスクの
使用など，労使協力による好事例がありました。

参加型トレーニングの実施
上記を踏まえて参加型トレーニングの内容

を，表１のようにデザインしました。事前に労
使から集めてもらった地元改善事例の写真や，
たくさんの好事例イラストが役に立ちました。
いつものようにアクションチェックリスト実習

からスタートして，表１の４つの技術セッショ
ンをデザインして実施しました。
参加者たちがグループワークを通して確認し
あった自分たちの職場における好事例は以下で
した。十分に広い通路，定期的な通路の点検と
清掃，休憩コーナーの設置（写真４），マスク
とヘルメットの使用，雨の日の作業中止，夏季
は気温が上がる前に早朝から作業し昼には休止
とする，などです。岩を砕く「のみ」に湿らせ
たクッションを付けて，発生した粉塵を捕らえ
て作業者の暴露を減らすという，地元のNGO
が考案したとても興味深い工夫もありました
（写真５）。
改善が必要な点として参加者は幅広い提案を
しました。夜間作業中の照明，トラックの転落
事故防止のための柵の設置，過積載の改善，労
使の定期的な安全衛生協議，発破がけの際のサ

表１　トレーニングの４つのセッションの内容

セッション 主たるポイント

安全な作業場計画と物の
運搬

安全な通路，崩落予防と毎朝のチェック，台車の使用，重
要物吊り上げ時のクレーンの使用，作業姿勢，手工具

機械と装備の安全使用 ガード，安全な電気配線，掘削機・パワーショベル・クレ
ーンの安全使用，安全な発破がけ

物理的環境 夜間照明，暑熱対策，雨の日の安全作業，粉塵予防，騒音，
化学物質の保管と使用，適切なマスクと保護具の使用

福利厚生施設 安全な飲料水，男女別トイレ，食事場所と休憩コーナー，
救急時の計画，災害報告，粉塵作業者への定期健康診断，
職場暴力ハラスメント対策，安全衛生委員会

写真３　�作業姿勢改善と適切なマスク使用が提案
されました。

写真４　�石を積み上げて作った休憩コーナー。飲
料水と紅茶もあります。
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イレンの徹底，爆発物専用の貯蔵庫への保管，
粉塵作業者への定期健康診断の徹底と有所見の
届け出，粉塵予防のための散水の徹底などです。
男女別トイレと休憩設備の充実も強く望まれま
した。

おわりに
今回の参加者は地元の労働組合や作業の改善

を支援するNGOの代表たちでした。それぞれ

豊富な現場経験があります。そんな彼ら彼女ら
から，この参加型トレーニングは採石場作業の
安全衛生リスクを包括的にカバーしており，さ
らに写真やイラストを多用して低コストででき
る改善事例をわかりやすく示している，と好評
だったのはうれしいことでした。
一方で参加者から出た多くの改善提案は，実
際にあった深刻な労働災害・職業病の発生経験
に基づくものでした。ラージャスタン州ではじ
ん肺救済プログラムを強化し，インドの他の州
からも注目を集めているのですが，まだまだ取
り残された職場と労働者が多数いる事がうかが
われました。そんな状況を改善するために今回
の参加者たちは今から参加型トレーナーとし
て，それぞれのネットワークを通して安全衛生
改善の草の根のトレーニングを続けていきま
す。
（ここに記載したのは筆者個人の見解でありILOを
代表するものではありません）

写真５　�湿ったスポンジを付けて粉塵を捕らえる
ように工夫された「のみ」。��
（写真提供：Daang Vikas Sansthan）
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最新の教員の 
メンタルヘルス対策の現状

～2024年11月１日　那覇市における 
シンポジウムから～

はじめに
2024年11月１日，沖縄県那覇市で教員のメ

ンタルヘルス対策の進捗状況や課題をテーマに
したシンポジウム「学校にもウエルビーングな
風を」（主催：教職員のメンタルヘルスプロジェク
ト・学校メンタルヘルス学会，後援：文部科学省・
総務省など）が開催された。シンポジウムで発
表された文部科学省，沖縄県教委の報告をもと
に最新のメンタルヘルス対策の現状と課題を報
告し，若干の考察を行いたい。

文科省はメンタルヘルス対策の柱を 
５点提示

文科省初等中等局初等中等教育企画課の鏡味
課長補佐は，2022年度の精神疾患による病気
休職者数が6,539人（0.71％）で，前年度から
642人増加し，過去最多となったことを指摘し
た。さらに，近年の特徴として，全国的に20
代の精神疾患の増加率が著しく大きくなってい
ると述べた。文科省は2023年度からメンタル
ヘルス対策の調査研究事業を進めており，初年
度の事業の現状を踏まえ，メンタルヘルス対策
の重要なポイントを５点示した。
1予防と早期発見を進めるためには，校長がリ

ーダーシップを発揮し，セルフケアや管理職
によるラインケアを推進すること，業務縮減
など職場環境の改善が鍵である。
2ストレスチェックの活用を進め，校規模を問
わず実施し，メンタル不調の未然防止に努め
ることが重要である。
3相談体制の整備を進め，教職員への周知を進
めることが必要であり，小規模自治体では公
立学校共済組合等の相談事業の活用が挙げら
れる。
4産業医に学校での働き方や教職員の勤務特性
について理解を得つつ，面接や復職支援等へ
の関与が求められるとした。また，教職員が
相談しやすい心理的安全性の高い職場環境づ
くりの推進が重要である。
5復職中の状況把握と支援，復職後も再発防止
の観点から経過観察を強化することが必要で
ある。

調査研究事業における新たな工夫
次に，調査研究事業の中で取り組まれている
メンタルヘルス対策の新たな工夫が紹介され
た。１点目として，セルフケアの促進や相談体
制の充実を図るため，SNSなどICTを活用した
相談体制の充実が挙げられた。
２点目として，休職の原因や要因等に関する
分析を行い，例えば，特別な支援を必要とする
教職員の困りごとが負担となっている場合，そ
れを解消する知見を持つ専門家による研修が行
われた事例もある。
３点目には，ラインによるケア，ストレスチ
ェックの受検率向上と集団分析を校内で活用
し，働きやすい職場環境づくりに取り組むこと
が有効である。

藤川　伸治

「　　　　　　　」で伝わる

教職員の�
過酷な勤務環境�

＃教師のバトン

35

ふじかわ しんじ
特定非営利活動法人 教育改革2020「共育の杜」理事長
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４点目は，保健師や臨床心理士等の専門家に
よる各学校への助言・相談体制の充実を図るた
め，各校で研修講師を招いたり，その専門家に
よる教職員向けのお便りを配布したりするな
ど，普段から顔の見える関係づくりの工夫が必
要である。また，休職者の支援として，校長に
よる連絡だけではなく，保健師等の専門家が間
に入る取り組みが進んでいることも紹介され
た。
文科省としては，これらの事業の効果検証と

横展開を行うとしていたが，それを待っていて
は精神疾患による病休者の増加に歯止めをかけ
ることはできないと考える。ただ，文科省は，
昨年度の調査研究事業の報告書をホームページ
で公開しており，各教育委員会は，先進事例の
積極的な活用が望まれる。

沖縄県で調査研究事業の特徴
沖縄県教育庁働き方改革推進課の上江洲課長

は，文科省の調査研究事業を沖縄県および那覇
市教委で取り組んできた成果と課題を述べた。
2023年度，沖縄県の精神疾患による病気休職
率は全国平均0.71％の２倍という深刻な状態
にある。休職率が高止まりしていることなども
あり，2023年度に働き方改革推進課が新設さ
れ，県全体の働き方改革の推進と教職員のメン
タルヘルス対策の充実を図る体制が整備され
た。
全国的にも小中学校教員の休職率は高い。メ

ンタルヘルス対策の責任は服務監督権者である
市町村教育委員会にある一方で，休職・復職に
関する判断と決定，復職支援プログラムについ
ては人事権者である都道府県教育委員会が設計
および運用を行うことになる。服務監督権者と
人事権者が異なっている点が，市町村立学校に
おけるメンタルヘルス対策を進める上での課題
となっている。上江洲課長は，この点について，
文科省調査研究事業を県教委と那覇市教委が一
体となって取り組んだのは，全国的にも初めて
の試みであることを強調した。
一方で，調査事業を本格的に実施するまでに，

双方間の調整に時間を要し，スタートが11月
になった点を指摘した。人事権者と服務監督権
者が連携した沖縄での調査研究事業は，小中学

校における今後のメンタルヘルス対策のモデル
となるだろう。

昨年度の取組みと成果
昨年度，取り組まれたのは，主に①保健師な
ど専門家によるオンライン相談窓口の設置，②
オンデマンドの教員向けセルフケア研修の月１
回，10本程度の配信，③管理職向けオンライ
ンライン研修，④復職支援については保健師等
の専門家が休職者にオンライン等を使いながら
面談等で支援を行うことなどである。さらに，
校長および全教員対象のアンケートや，学校訪
問による校長へのヒアリング調査も実施され
た。
取り組みの成果として，以下の点が挙げられ
た。
１点目は，教員のストレス要因が保護者対応，
対処困難な児童生徒の対応，事務的な業務量で
あることが明らかになり，メンタル不調は主に
仕事の質と量，人間関係に起因しており，職場
の環境が要因となっている点が，「肌感覚では
なく，調査を行ったことによって数字として明
らかになった」という点である。
２点目として，メンタル不調の要因を踏まえ
ると，メンタルヘルス対策と働き方改革を一体
的に推進する必要がある。それぞれの担当課が
分かれていても，各課が連携協働し，改革の立
案・実行・検証がなければ，精神疾患による病
休者増に歯止めをかけることは困難である。
３点目は，厚生労働省が示すラインケアはピ
ラミッド型組織を前提にしているが，「なべぶ
た型組織」と言われる学校組織においてはライ
ンケアの限界があり，それを踏まえたメンタル
ヘルスケアの必要性が指摘された。
４点目は，メンタルヘルス対策の大前提とな
る労働安全衛生管理にも非常に大きな課題があ
ることである。そこで，那覇市教委は，保健師
の力も借りながら労働安全衛生管理の活性化を
はかるため，学校訪問をスタートした。訪問に
は県教委のメンバーも同行するなど，連携協働
を進めている。
５点目としては，教職員は児童生徒のためを
優先し，自身のメンタルヘルスケアの重要性に
気づいていない状態があり，若い年代のうちか
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らメンタルヘルスに関する正しい知識理解を身
につけて，適切な対処行動がとれるようにする
ことが必要であるという点である。

信頼関係がメンタルヘルス対策の基盤
文科省，沖縄県教委からの報告は，厚生労働

省が示すメンタルヘルス対策の視点に沿ったも
のであった。
次に，報告で触れられなかった重要なポイン

トを述べておきたい。心の悩み相談は，公立学
校共済組合の相談窓口を含めると全ての教職員
向けに用意はされている。では，相談窓口は十
分活用され，相談，そして早期治療やメンタル
不調を招いた職場の環境要因の解消まで，一体
的な仕組みの構築と運用が行われているだろう
か。
相談窓口の周知を図った，オンライン研修を

行ったなどの個別の対策を講じても，効果は期

待できない。メンタル不調の要因が職場環境に
ある場合が多いことを踏まえると，相談と職場
環境の改善の取組みを連携させる仕組みは必須
である。
次に，教育委員会や教職員組合などの取材を
通じて，課題と捉えているのは，相談件数が少
ないという点である。心の悩みを相談できるの
は，信頼できる相手であるかどうかという点が
鍵になる。それには，相談を受ける専門家の顔
が見える，その人柄を伝える仕組みをオンライ
ン上であってもつくる必要がある。
教委のホームページ上で相談窓口の紹介，通
知などだけでは周知は困難である。教職員が，
相談窓口を設置，又は紹介している教委に対す
る信頼感の醸成が鍵になる。職場での人間関係，
信頼関係が傷ついた教職員が必要としているの
は，自分の辛さや思いを受け容れてくれる人，
組織なのである。

〒151-0051
渋谷区千駄ヶ谷 1-1-12
桜美林大学内 3F
TEL：03-6447-1435
FAX ：03-6447-1436
HP：http://www.isl.or.jp/ 

1,320 円（税込み）
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科学的管理法導入がもたらしたもの
（続）

1タイピングプールの意味
前回の終わりに次のことを述べておいた。す

なわち，テイラーの科学的管理法の導入によっ
て，タイピング作業における分業が一段と進み，
「タイピングプール（typing pool）」と呼ばれる
同形のデスクのある部屋で列をなしてタイピン
グするようになり，その一方で，1937年では
あるが，工場内ではなく，プールサイドでタイ
ピングする「タイピングプール」の風景も見ら
れるようになる1，ということであった。
そこで，この言葉の意味について，少々，付

け加えておく。この「プール（pool）」であるが，
今，『ジーニアス英和辞典』（1994）を引くと，「共
同利用の施設」「（労働力の）要員）」があり，その
例として「a motor pool（配車用の自動車置き場）」
「a typist’s pool（タイピスト要員）」がある。研
究社『新英和中辞典』（1994）では「a typing pool
（タイピスト要員たち）」があり，見出し語「typing 
pool」を引くと「（会社・タイプ室などで）大勢
集っているタイピストたち」が掲載されている。
『研究社新英和大辞典』（1960），英英辞典の

Websters New World Dictionary of the American 
Language（1984）には掲載されていない。
この言葉は，科学的管理法の導入による一つ
の典型的な能率向上から出たものであり，本稿
で取り上げてきたデーヴィスや，スミソニアン
博物館「スミソニアン教育」における「カーボン
からコンピュータ」などにも用いているが定義
ではない。手元にある資料でこの言葉の定義を
しているのは,サンドバル（Sandoval, Hannah）著
『タイプライター発明史：その後の150年（The 

Stor y of the invention of Typewriter: 150 years 

later）』（2017）だけであるので，この定義を紹
介しておく。タイピングプール（typing pool）
とは「作業者が同じ机に座り，手紙のコピー，
契約書，事務書類などをタイプする場所」2で
ある。この定義では「要員」という「人」では
なく，「場所」を示している。

2オフィスにおけるタイピング状況
さて，このタイピングプールであるが，この
ように，タイピストが一つの専門部署でタイピ
ング作業やファイリング作業を行うことが可能
になったのは，いうまでもなく科学的管理法に
よる作業分業と標準時間の設定によるものであ
った。工場における科学的管理法の作業量は，
「一日の最大の作業（a large day’s work）」では
あったが，事務作業では種々な課業から成り立
っているためか，「公平な一日の作業（a fair 

day’s work）」ないし公平である「平均的作業量」
とその標準時間であり，この設定によって事務
作業では，作業能率が向上すると考えられたの
である。
テイラーは「標準時間」のことを一流の作業
者が行う作業時間であるので「最短時間」と同

みやけ　あきゆき
名古屋産業大学 特任教授
主な著作・論文：
・『経営専門職入門』（共著）日本科学技
術連盟，2021年．

・「ものづくり現場の技能伝承と人材育
成」『企業と人材』1105号，産業労働
調査所，2021年．

・「戦後我が国におけるタイプライター
の歴史とタイピスト養成」（共著）『産
業遺産学会誌』，160号，産業遺産学会，
2023年．

三宅　章介

―科学的管理法がもたらしたものと 
ホーソン実験の影響―

タイプライターの歴史と
タイピスト

8
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意義語として用いているが3，「平均的作業量」
の場合は「平均時間」になるものと考えてよい。
ここで，最も重要なことは，この分業によっ

て作業の「単純化」が実現できたことである。
例えば，タイピストは，カーボン用紙と印刷用
紙との組み合わせや，剥がす作業を行っていた
が，「ムダな動作」をなくするため，印刷用紙
の角を切り取るなどの工夫をして剥がしやすく
し，その仕事をより賃金の安い作業者に任せる，
あるいは郵便による注文では，一日中，封筒を
開いてそれをアルファベット順に並べる作業，
そして，タイピストはタイプする作業に限定す
る，などである。タイピストはタイピングの周
辺の作業も行っていたが，その必要もなくなっ
た。つまり考えることをしなくてもよくなった
のである。
これらは分業の結果であり，テイラーは『工

場管理』の中で次のように言っていたのである。
「できる限り，組長（gang bosses）や職長たち
（foremen），そしてその特質から，多かれ少な
かれ事務（clerical）の全ての仕事において，可
能な限り，計画の仕事から完全に取り去らなけ
ればならない。全ての可能な知（頭脳）的作業
（brain work）は，職長や組長，経営者からも取
り去り，計画又は設計部門に集中させなければ
ならない。」4。
この考えから，事務部門に入るタイピストは

事務員であり事務作業者であるので，「知（頭脳）
的作業」から遠ざけられることになる。
このことを反映してデービスも，「第６章　
オフィスにおける科学的管理法」の結論で次の
ようにいうのである。「速記用口述録音機
（dictaphone）から，毎週，文書をタイプするタ
イピストは，大きなオフィスの中で日々，断片
的な作業しかできない立場であった。なぜなら，
彼らの活動は，その仕事範囲が非常に限られて
いたため，他のオフィスの仕事上の手続きや，
彼らの特別な課業を仕事の流れの中に，いかに
適合すればよいかを把握する機会がなかった。
このようにして（より良い作業方法を）奪われ
たので，彼らは，作業方法において，どのよう
に組織化してよいかどうかを決定することもで
きなかった。彼らは，彼らの仕事の計画又は範
囲を変えることの可能性を無視されたので，上

司の言うように仕事を強いられた。」5

このデーヴィスの見解においても，科学的管
理法の工場における導入の考え方が，オフィス
においても色濃く出ていると言えよう。タイピ
ストとは，細分化されたタイピングという作業
だけを行う事務員を意味しているのである。

3タイピングプールにおける「ありふれた退屈
な作業」の推進
a　アランの見解
このような科学的管理法の事務部門への導入
は，事務部門の生産性を高め，賃金を上げ，モ
チベーションを上げるという目的であったが，
現実的には逆の現象も起きることになった。先
に「タイピングプール」のことを取り上げてお
いたが，このことを含めてタイプライターの歴
史を写真集でまとめたものが，アラン（Allan, 

Tony）の 『タイプライター：歴史・機械・書き
手（Typewriter: The History. *The Machine. *The 

Writers）』（2015）である。これによると，「第
４章　タイピストの時代」の「タイピングプー
ル」で次のように述べている。なお，この内容
は1938年の生命保険会社の例である。
「タイピストの需要は，急激な官僚組織の成
長によるオフィス作業の広がりによって引き起
こされた。文書はタイプされ，書類はコピーさ
れなければならなかった。それは，しばしば，
複数枚ではなく10枚，又は12枚という大量で
あった。組長（boss）は，作業をさせるために
タイピングプール
3 3 3 3 3 3 3 3

（傍点筆者）を見回った。鷲
の目を持った監督者（supervisor）によって取
り締まられながら，列をなしているタイピスト
はカチカチという耳障りな音

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

（傍点筆者）の中
で大量の書類を作成した。タイピングプールは，
生産のライン作業からホワイトカラーの作業環
境まで，ありふれた退屈さ

3 3 3 3 3 3 3 3

（the anonymity and 

boredom）を引き起こしたのであった。」6。
この文中で「カチカチという耳障りな音」に
ついては，後年になり，この改良型として「ノ
イズレスタイプライター」が開発される。この
ことは次回で紹介する。前回の写真２に見られ
るような，工場から離れてプールサイドで水着
を着た二人の女性がプールの中でタイピングす
る「タイピングプール」のような風景も，この
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時期に見られるようになる7。しかし，工場か
ら離れた所のプールの中で，なぜタイピングす
るのかの理由についての説明はないので分から
ない。作業が単純になり，しかも監督者から仕
事を監視されている状況から，気分転換のため
にプールが設けられて，そこでタイピングした
のではないかと推測される。
b　デーヴィスの見解
このことについては，デーヴィスも次のよう

に取り上げている8。1930年までにファイル事
務員，タイピスト，オフィスマシン作業者など
の低レベルの事務員が生まれた。そのため，彼
らは定型的な仕事をするだけでよく，計画に参
画することは期待されなかった。仕事に対する
自発性が喪失されたのであるが，しかし，逆に
内部請負の下では，19世紀後半以前は，組長
や職長との間で家父性的ではあったが仕事に対
する自由度はあった。
このような職種と比べて，秘書は，仕事にお

いて比較的多くの独立性と統制を持っていた
が，1930年までに昇進の機会や限られた範囲
での仕事になったので楽しみもなくなり，「経
営者の個人的召使い」（the personal servants of 

their executives）として働くようになる。個人
秘書と他の職種とは仕事内容が大きく異なって
くるのであるが，全ての事務作業は，経営者と
共にチームとして働く，あるいは洗練された環
境で働くという説明がなされ，このことが，こ
れらの二つの職種間の相違性の重要性を強く主
張することになった。
「結果的に，全てのオフィス作業は，『洗練さ
れた環境の中で退屈

3 3

な（dull，傍点筆者）時間を
決して持たず』，経営者とともにチームとして
働くという魅力ある口調で述べられることにな
った。このようにして，タイピングプール又は

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

ファイル室
3 3 3 3 3

（the typing pool or file room）の単調
3 3 3

な現実
3 3 3

（the drab reality,）は，少なくとも新聞求
3 3 3 3 3 3 3 3 3

人情報において効果的に偽装された
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

（disguised）
のであった
3 3 3 3 3

（傍点筆者）。」9

19世紀後半になり，個人秘書は経営者の「召
使い」のようになっていくのであるが，秘書に
は，タイピストなどと異なり，事務作業という
自由裁量的な仕事であるので，この点において
秘書もタイピストも同じであり，このことを新

聞の求人広告に出したというのである。そのた
め「偽装されたのであった」。 
しかし，資本主義の発達による企業規模の拡
大とそれに伴う行政機関の拡大整備は，通信や
業務を記録するという仕事を急増していった
が，読み書きのできる女性は，事務以外に就け
る仕事はなかった。その一方で，読み書きので
きる男性労働力は急成長を遂げる事務職以外に
マネジメントや専門職分野にも選ばれていっ
た。したがって，職種分野で男性と女性は異な
る傾向があった，言い換えれば労働力の需要と
供給によってタイピスト等の事務職員は女性が
多くなっていったのである。
科学的管理法による事務作業の分業と，それ
に伴うタイプライター等の技術開発は中立的で
あり，女性に適しているのでタイピストは女性
であるということではなかった10）。このことは，
タイプライター開発当時は「手で書く」という
ことが礼儀上慣習であったこと，タイプライタ
ーそのものが障害者向けであったこと，ショー
ルズとグリデンも聖職者や小説家が使用するこ
とを意図していたことからもうかがえる。
さらに，このような「退屈な」「単調な」仕
事であってもタイピストは女性がほとんどを占
めることになった理由は，雇用者と管理職は男
性が占め，タイピストを含めた事務職は女性で
あったということである。分業とヒエラルキー
のため意義を唱えることもできなくなり，男性
の優位な職場形成ができたことによる。
このことは，女性事務員の人生における役割
は，まず女性であること，第２は労働者である
ことの事実は，多くの女性事務員が共有し，女
性は，まず，結婚し家庭を持ち，子供を育てる
ということを生き方としたのであった。女性は，
仕事に就き，適齢期に際して職場から離れるこ
と，それが女性の通常の生き方ないし意識にな
るのである。
分業と階層組織の発展と拡大化は，科学的管
理法の導入と相俟って，女性の職業生活は男性
のそれとは異なる位置付けにするようになっ
た。速記者とタイピストは，「ありふれた」「退
屈な」「単調な」仕事であるにもかかわらず，
1930年には，95.4％（第４回表２）を占めるよ
うになったことは，このような理由を物語って
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いるのである。
デーヴィスの，オフィスにおける科学的管理

法の導入前後に関して，タイピストにもたらし
た影響は以上のようなものであった。
c　「カーボンからコンピュータ」に見るオフィ
スにおける科学的管理法の経緯
これは，アメリカのスミソニアン協会

（Smithsonian Institution）が，1998年に「スミソ
ニアン教育（Smithsonian Education）」としてネ
ットに掲載している記事である。この内容は，
既に論じてきたが，チャンドラーやデーヴィス
が言うように，アメリカでは1840年以降から
鉄道の敷設とともに経済が急激に発達し，それ
に伴いオフィス業務も飛躍的に増大していく。
そして，産業革命を経て20世紀後半までの情
報化社会に至るまでのオフィオスにおける組織
とその管理，タイプライターからコンピュータ
に至るまでの歴史を通してオフィスの誕生と発
展を論じたものである。その中で「科学的管理
法」ではタイプライターとタイピストの関係と，
「タイプライター」では，戦後の発展過程も述
べられているので，今回では，特に多くを参考
にすることにした。
これによると，「科学的管理法」では，その

導入とそのもたらしたものが端的に論じられて
いる。すなわち，科学的管理法が目的としたも
のは，旧来の請負者による古い伝統的職人文化
から労働者を切り離すことを意図していた。新
しい秩序は，労働者を訓練しマネジメントによ
って監視される簡単な一連の手続きができるよ
うにスキルを分けることであった。つまり，分
業であった。分業することはアダム・スミスも
論じていたように，作業が簡素化され訓練を通
して仕事への習熟が早くなり生産性が上がる
が，スキルは身に付かない。分業は「指図カー
ド」によって指示命令どおりに作業をすればよ
いので，科学的管理法は硬直的かつ「非人間化
（dehumanizing）」され，労働者階級から敵視
（hostility）されるようになったという11）。
この記事の「非人間化」については，「人間

的でない」，言い換えれば，感情のない「機械的」
ということであり，その後で「敵視」されたと
あるので強い批判的な意味を持つ。このことに
ついては，近代管理論の嚆矢といわれるバーナ

ード（Barnrad, Chester I.）も「非人格」（non-
personal，impersonal」を使っている。言葉は
異なるが，この場合は批判ではなくあるべき人
間像であるが，ともに重要な言葉であり関係す
る。このことは次回で取り上げる。
この「非人間化」は結局のところ，アメリカ
の労働構造を決める一般的戦略を提供し，かつ
産業における科学的管理法の成果はオフィスへ
の適用へと導いたのであった。管理者は，時は
金なりを知った。一日中，ファイリングするだ
けの事務員，ファイルを取り人から人へとファ
イルを配布する配達者などが出るようになる。
タイピストは，速記者を不要にし，タイピング
だけした。このことによって，ムダな時間は費
やさないようにしたのである。
また，作業の標準化によって，タイピストの
一時間当りのストローク数を数えやすくなった
こと，オフィスはオープンスペースであり，パ
ーテッションもなく，仕事は単一で，仕事中は
話すことは最小限しか許されなかった。オフィ
ス作業は，定型的でなかったためその把握が難
しかったが，科学的管理法は，管理者による全
ての労働者の仕事の流れを注意深く監視するこ
とをやりやすくしたのである。
このようなことから，1920年代までにオフィ
スの仕事と工場の生産ラインの現実の相違は失
われてしまった。オフィスは工場のように，労
働者にとって退屈（tedious）なストレスの多い
（stressfull）職場となり，そのため，管理者によ
って緻密に監視されたのである。
そして，1929年，大恐慌が突然起きる。「人々

は，なぜ，このようなオフィスの作業状態に寛
容なのか？」という疑問に対して「アメリカは
大恐慌（注．1927年）に入ったとき，人々は，
彼らの仕事を維持するために何でもしたのであ
る。」12）というように，まず生活を優先すること
になった。
科学的管理法の導入は，労働者にとって「非
人間性」的な過酷な労働条件を強いることに
なり，その状況下において大恐慌は，労働者の
職業生活を一層困難にすることになった。この
過酷な「非人間性」を生んだ労働状況に対して，
一つの新しい解決法を生んだのが，ウエスタ
ンエレクトリック社ホーソン工場の一連の実
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験結果であった。

人間関係論から見た人間性の回復
1ホーソン実験の内容　
人間関係論は，1924年から始まったシカゴ

近郊のウエスタンエレクトリック社ホーソン工
場実験から得られた知見によって，人間同士が
真に協力して働いてゆくための職場における人
間関係の理論的体系である。以下，このことを
論じていくために，ホーソン工場実験者の一人
であるレスリスバーガー（Roethlisberger, F. J.）
による『経営と勤労意欲』（1941）によって考
えてみることにする。
本書の目的は，ホーソン工場実験のリーダー

であったメイヨー（Mayo, Elton）によれば，「人
間同士が真に協力して働いてゆくための方途に
ついての研究であり，実業家，あるいはさらに
広く一般知識人を対象としたものである。」13）と
言い，続いて，次のように述べる。「人間同士の協
力が決して手放しで実現されないということ，
我々は過去一世紀の間，誤ってこの問題をなお
ざりにしてきたこと，さらに現在の混沌を生み
出した原因が他の何ものにもましてこの問題の
無視にあったことなどを論証している。」14）。
ホーソン工場実験は，既に科学的管理法が工

場，オフィスで成果と批判を受けた後に出たも
のであるので，レスリスバーガーは「あまりに
もしばしばわれわれは，没人間的（nonhuman）
方法でもって人間問題を解決しようと試みる。
そしてさらに驚くべきことは，没人間的資料に
基づいて解決しようと試みる。（中略）人間問
題は人間的解決を要求するというのが，私の主
張にほかならない。」15）という。科学的管理法が，
職場の人間問題を短絡的に経済的報酬（賃金）
で解決しようとしたことへのアンチテーゼであ
る。
①　照明実験：1924年にホーソン工場で，照
明実験から始まる。この目的は，数年かけて照
明の質と量が作業者の生産性にどのような影響
を与えるかを調査するものであった。このこと
は，生産性と賃金額との関係を求めるようなも
のであり，従来どおりの人間の機械観と同じ立
場である。
この目的のため，テストグループとコントロ

ールグループに分けて実験した。前者は三種の
異なる照明の下で照度を24燭光から76燭光ま
で変動させ，後者は可能な限り一定にした。生
産高は両グループとも上昇し，生産高の増加は
ほぼ同じであった。次にコントロールグループ
の照度は同じで，テストグループは10燭光か
ら３燭光まで下げたが両グループとも生産高は
上昇した。
さらに，照度を一定にしたままそれを上げる
と信じさせて実験したが，それほどの変化は認
められなかった。今度はこれとは逆に照度を一
定にしてそれを下げていくと信じさせた。その
場合でも，作業者は暗いと不平を言ったが，生
産高の変化は見られなかった。最後に月光に相
当する照度である0.60燭光まで下げたが，それ
ほどの減少は見られなかったのである。当初の
仮説であった，人間の作業には最も適した照度
があるはずであるという物理的変化と生産性と
の相関関係は認められなく，調査員たちは判断
が付かなかった。確実なことは，仮説が証明さ
れなかったので，実験は失敗したということで
あった。
「非人間的（nonhuman）」条件において，「人
間的（human）」状態を取り扱うことに由来し
ていたのである。
②　継電器組立作業実験室：次に五人の女子作
業員が選ばれ，隔離された作業室で実験を行っ
た。室内温度，湿度，休憩時間の設定とその変
化，ランチの提供，作業員の睡眠時間，食事，
身体検査等の情報が詳しく記録され，この作業
条件と40個の部品からなる継電器組立作業（平
均１分）との関係によって５年間の生産高を調
べた。その結果，生産高と作業者の物理的境変
化とは何らかの相関も認められなかった。実験
は続けて失敗した。
しかし，この過程において作業条件を一切な
くし，週48時間労働に復帰したことがあった
が，この時も生産高は高い水準を保ち続けたの
である。その後，実験者たちの協力を得るため
に「おしゃべり（talk）」をしてもよい，監督者
も置かず会議は重役室を使うなど，「怖いもの
（bogey）」知らずの自由な作業環境を作った。
科学的管理法の場合とは逆の状況である。
そして，これまでの実験から，「ある人間が

（487 ）



労働の科学　79巻８号　2024年36

ある集団のために懸命に働く意欲があるかどう
かは，その人間が彼の仕事，仲間および上長に
対して抱いている感情―彼の周囲で起こるある
事柄が彼に対して有している意味―によってほ
とんど決定されるということ」16）が分かってく
るのである。これは照明実験など照明，温度，
生産高といった「非人間的」作業環境を用いた
結果とは全く異なった結果であり，それは「人
間的（human）」資料を得ようとすることとは
逆の方向であったのである。
③面接実験：1928年，作業者に率直に語らせ
て，それを同情的に理解的に聴くという面接実
験が行われた。このことは画期的な着想であり，
この面接実験によって，「この年に，全く新し
い人事管理の時代が始まった。」17）というのであ
る。面接は，忠告的なことは言わない，誘導尋
問を避けるなどであるが，この一連の面接実験
の中で一番苦労したことは「人間にとって最も
意義を持っているものが彼の直接的作業状況に
関連した事柄であるとは限らない，という事実
を悟る」18）ことであった。そしてこのような聞
き方を「面接（interviewing）」と名付けるので
ある19）。
いよいよ，面接実験を始めたのであるが，当

初は，個々人の満足感と作業環境との間には単
純な相関があるものと考えていた，つまり，不
平や不満の原因を取りさえすれば不平や不満は
なくなるだろうと考えていたが，現実はそれほ
ど簡単なものではなかった。その原因を取り除
いても不平不満は一向に変わらなかったからで
ある。さらに不平の対象をそのままにしておい
たが，面接の後では，不思議にその不平が消え
てしまったのである。その原因は「彼らの憂鬱
の種を同情ある聞き手に吐露する機会をつかむ
ことであった」20）からである。不平があって，
それが取り除かれなくても，ただ聴いてもらえ
るということであり，不平がありそれは経済的
報酬で解決できるという「合理的な」「経済人
（economic man）」21）仮説とは異なる。「経済人」は，
他者と競争して経済的報酬が高ければよいとい
う「孤立した」人間像である。
ホーソン実験の調査員たちは，この人間モデ

ルがあっため，一連の実験結果が容易に理解で
きなかったのである。この経済人モデルは，科

学的管理法の人間モデルでもあり，これによる
と，当然，タイピストも「孤立した経済人」で
あった。
そして，実験者たちは，この実験結果により，
それまでの固定的な概念を放棄せざるを得なく
なるのである。「だが，こうしてつくりあげら
れていった労働者に関する概念はなんら新規な
ものはなく，また驚くべきほどのものでもなか
った。」23）。このことは，よく言われるホーソン
実験の気付きでもあった。
この経緯から，図１のようなことが導かれる。
すなわち，「Ⅰ」は，照明実験における仮説は，
作業環境の「変化」である照度と，それに対す
る労働者の「反応」という単純な関係であるが，
この仮説は成立しなかった。「Ⅱ」は，継電器
組立実験のそれであるが，作業環境の「変化」
に伴う労働者の「反応」は，作業環境を落とし
ても生産高は高い水準を維持したことから，作
業環境の「変化」に対する労働者の「反応」は，
それに抱いている「態度（感情）」によっての
み理解されるということである。つまり，実験
者によって意図的に変化されたことに対する理
解である。この場合の労働者の反応は，それに
対する「態度」を通してのみ理解されると考え
たのである。しかし，態度は心情から出る。
「Ⅲ」は，面接実験において，労働者の「態
度（感情）」は，労働者の気持ちを「聴く」こ

図１　�労働者の物理的環境変化と反応との関係
出典： F.  J. レスリスバーガー著  

野田一夫・川村欣也訳『経営と勤労意欲』ダイヤモン
ド社，1965年３月27日改版発行，24ページ
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とによって分かったことである。すなわち，態
度は，人間的感情と価値によって満たされてい
るので，その人が家庭生活や社会生活を通して
現在の職場生活に抱く感情，及びその人が職場
において仲間や監督者を通して得ている日常的
な人間関係の上に及ぼす影響の二つが「態度」
に影響して「反応」に至るのである。前者は「個
人的来歴」，後者は「職場情況」を形成する。
④バンク巻取観察実験：生産高が社会的行動か
ら出たものであることを明らかにした実験がバ
ンク巻取観察実験である。巻線工，ハンダ工，
検査工14人が請負制で労働していた。彼らは
働けば働くほど報酬が得られる賃金制（出来高
給）であったので，仕事の早いものは遅い者に
対してせかせるようにすると考えられていたの
であるが，しかし，そうではなかった。
そこには次のような五つの感情が働いていた

のである23）。「仕事に精を出してはいけない」「仕
事をなまけすぎてもいけない」「誰かが迷惑す
るようなことを管理者に話してはいけない」「他
の人のおせっかいをしてはいけない」「集団員
であるためにはその集団の基準に従わなければ
ならない」である。
生産高の最も低い者は知能では一番で器用さ

は３番目，最も生産高の高いものは器用では７
番目で知能は最も低かった。さらに，職場の一
員であるためには集団で決めた社会（集団）基
準（social standard）に従わなければならない，
集団の中で最も好かれる者は集団で定めた生
産高を確実に維持していく者などである。こう
した要因が，生産高や働きぶりに出ていたので
ある。
個々人の生産高の差を説明するには，彼らが

職場内で自然に形成する非公式組織（informal 

organization）における個々人の強い感情
（sentiments）がそうしていたのであり，この理
解こそが必要であったのである。「人間の協力
は論理の問題よりは，むしろ感情の問題である
ことを教えている。労働者とは，相互に孤立し
た無関係な個々人ではない。彼らは社会的な動
物（social animal）であり，したがって当然，そ
のようなものとして取り扱わなければならな
い。」24）。この見解が「社会人（social man）」モ
デルの始まりになる。

「Ⅲ」は，「職場の社会状況」を示すものであ
る。「環境変化」に対して「個人的経歴」と「職
場の社会状況」が「態度」に影響を与え，それ
が「反応」すなわち生産高に影響を及ぼしてい
たのである。このことはテイラーが『工場管理』
の中で，「本能的（natural instinct）に怠ける傾
向を持つ人」と「他者との関係から怠ける人」が
おり，前者は「自然的怠業（natural soldiering）」，
後者は「組織的怠業（systematic soldiering）」と
いう二種類に分け，特に前者は，人間は怠ける
傾向がある，という人間性に求めたが，ホーソ
ン実験の怠業の原因は，そうではなく「感情」
と人間の「社会性」という「人間性」に求めた
のであり，両者は，この点が異なる25）。
2ホーソン実験で分かったこと
ホーソン実験から得られた結論によって，タ
イピストがこの時代に置かれた状況の観点から
まとめておく。
①　テイラーの人間観は，「経済人モデル」で
あった。このモデルでは，人間は働くことによ
ってより多くの経済的価値を得るようとする。
これに従うと，タイピストは，きめ細かな分業
が行われたために，作業はタイピングに限定さ
れ，例えば標準字数よりも多くできれば１時間
毎に10セントの割増賃金を得ることになった。
疲労回復のために休憩時間を多く与えられた。
また，タイピングプールに見られるような，タ
イプライターとタイピストが列をなしたタイプ
ライター室において，互いに話し合うこともで
きず退屈な仕事をするために，管理者によって
鷲のような鋭い目で監視される。この場合は，
図１「Ⅰ」に示すように人間行動は，「変化」
に対する「反応」という単純な因果関係となる。
②　社会人モデルによれば，経営は，人間は賃
金の多い少ないではなく，職場の仲間から認め
られ，かつ管理者より職場の状況や不平不満を
聞いてもらえるという職場を目指すことにな
る。テイラーの唱えた怠業原因は，人間の本能
として怠けたいという「自然怠業」と，出来高
を仲間に合わせるという「組織的怠業」とに分
かれたが，ホーソン実験では，「自然怠業」は
なく，管理者を含めた職場の人間関係や感情に
起因すると理解された。
③　タイピストについては，社会人仮説とタイ
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ピストとの関係の資料はないが，科学的管理法
のオフィスへの導入は「硬直性（rigidity）」と「非
人間性（dehumanizing）」を生んだというのは「ス
ミソニア教育」の「カーボンからコンピュータ」
における「科学的管理法」に対する見解であり，
確かそうであった。ただ，この当時のタイピス
トに関する資料は手元にはないが，それは次の
ような状況によるものといえる。

大恐慌前後の労働市場をめぐる状況
1大恐慌の労働市場への影響とタイピスト
「カーボンからコンピュータ」には，次のよ
うな経済状況とタイピストとの関係記事があ
る。このことについては，先にも述べておいた
が，科学的管理法は，タイピングは，退屈なス
トレスの多い仕事である上に管理者から監視さ
れているにもかかわらず「なぜ，このようなオ
フィスの作業状態を人々は寛容なのか？（それ
は）アメリカは大恐慌（注．1929年）に陥った
とき，人々は仕事を維持するために何でもした
のである。」ということであった。
このことについて，同「事務機器（Office 

Equipment）」における「タイプライター（The 

Typewriter）」においても，次のように書かれて
いる。「1940年前のほとんどのオフィス機器は，
外観において明白に機械的であり工業的であっ
た。1920年代遅くに始まった世界恐慌と1930
年の経済的に困難な時代において，オフィスは
労働者を引き付けることについての問題は全く
なく，労働者はどこでも，どのよう
な労働条件であっても働こうとし
た。」26）

労使は，共に職場の人間関係や人
間的感情を大事にした経営管理や作
業を行うという社会人モデルの考え
方を，ひとまず，脇に置いたようで
ある。
そのためなのか，社会人モデルの

タイピスト管理は出てこないのであ
る。もちろん，筆者の現在の資料不
足かも知れないことを予め断ってお
く。とはいえ，なぜそのようなこと
がいえるのかについて，当時の経済
情勢を次のように分析しておくこと

にする。
表１は，1925年から1940年に掛けての「ア
メリカの国民総生産（GNP）」と失業者数及び
失業率を表したものである。ホーソン実験が始
まったのは1924年であり，大恐慌は，その５
年後の1929年10月に「暗黒の木曜日」と形容
されるニューヨーク証券取引所において，それ
までの好景気から一転して株価が急速に暴落し
たことに始まる。
ホーソン実験が始まった１年後の1925年は，
国民総生産（GNP）は905億ドルであり，大恐
慌の起こる1929年には1,064億ドルまで上昇す
る。しかし，その影響から1930年には951億
ドル，1932年には764億ドルまで下がり，
1933年には最低の742億ドルまでになってし
まう。このような経済変動に対して失業者数も
失業率も大きく影響を受ける。
失業者数は，1925年は817,000人・失業率
1.8％であったが，1926年には464,000人・失
業率は1.0％まで落ちる。1920年代後半は，第
一次世界大戦後であり，フランスを始めとする
ヨーロッパ経済は急成長し「狂乱の時代」とい
われるが，同時に自動車，映画，ラジオ等の新
技術によりアメリカ経済も「黄金の20年代」
を迎える。1927，28年は失業者数は増えるが，
1929年にはこの表で見る限り，失業者数
429,000人失業率0.9％まで共に最低まで減少
する。
そして，同年10月突然ウォール街を襲った

注．単位は，国民総生産は10億ドル，失業者数は1,000人，失業率は％を示す。
出典： 津田真澂著「アメリカの大恐慌と産業別労働組合組織の発展」『一橋大学研

究年報』11，197ページ「第Ⅰ表労働者数，失業者数の変遷（1920－1943）」
より作成（このデータは，W. S. Woytinsky and assosiates, Employment 
and Wages in the United State, 1953によっている。）

表１　アメリカの国民再生産・失業者数・失業率（1925−1940）
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株価大暴落が起きるのである。この影響は，特
に1933年がピークになり，国民総生産は最低
に落ち込み，失業者数は12,830,000人・失業
率24.9％と最大になる。この失業率はアメリカ
全労働者数の４分の１に当たる。失業率は
1940年まで14％以上である。
このようなことを検討すると，労働者はどの

ような条件であろうとも，生活のために仕事に
就くということが何よりも緊急かつ最優先課題
となる。「カーボンからコンピュータ」のいう
とおりである。
ホーソン実験は1924年から始まり1932年ま

で行われるが，上に見たように，最も好景気の
時期に始まり，大恐慌後の最も不況の最中に終
了するのである。このようなとき，労働者の職
場における感情や人間関係を大事にした経営は
難しくなる。タイピストもそうである。

2タイプライターのその後
戦後，ようやく経済が回復するに当たり，事

務機器としてのタイプライターはカラー化さ
れ，ポータブル型，電動型，ノイズレス型など
が相次いで開発された。経済も拡大し，もはや
タイプライターは，タイピストの職業用専用機
器ではなく一般に普及することになる。
「経済人」「社会人」などの人間モデルはベー
スになり，新しい人間モデルとしてマズローの
「自己実現人」などが生まれてくる。
次回は，このことについて，タイプライター

とタイピストの関係を考えてみたい。そして，
当初はアメリカにおいて日本人による英文タイ
プライターのアルファべットを応用したひらが
なタイプライターが開発される。1915（大正４）
年には，それとは全く異なる入力方法の日本語
タイプライターが世に出る。これが日本の事務
機器の主流となってゆくのである。専門職とし
てのタイピストも生まれる。残り，４回でこの
ことを取り上げてみる。
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太田垣瑞一郎（監修）・越河六郎・藤井亀（編） 
労働の生産性．第２部～桐原葆見の教育・技術論～．労働科学研究所出版部　2008．

はじめに
前回は，「労働の生産性：桐原葆見の労働科
学1」論述集の中から「生産性向上施策と労働
科学2」の記事を紹介した。この記事は，昭和
30年代の高度成長期に伴う合理化重視の社会
の流れに警鐘を鳴らすともに，労働科学の原点
について言及されていた。
さて，今回は前回に続く第２巻として発刊さ

れた「労働の生産性．第２部 ～桐原葆見の教
育・技術論～」3（図１，図２参照）中から紹介
してみたい。

太田垣瑞一郎（監修）・越河六郎・藤井亀（編） 
労働の生産性．第２部 ～桐原葆見の教育・技
術論～．
労働科学研究所出版部　2008．

本書の特徴
本書は「労働の生産性：桐原葆見の労働科学」

が発刊されてから，わずか２年後の2008年（平
成20）に発刊されたものである。これは前回の
記事で触れたように，越河は「桐原葆見の労働

科学」研究会が開始されてから，毎回，桐原の
著述物を精力的に調べ，そこから「桐原語録」
を抜き出しながら整理してコメントを付け加え
たのであった。さらに編集にパソコンによる卓
上出版システム（DTP）を使い，出版をイメー
ジしながら効率的に作業を進めたことが，この
ような偉業につながったと考えられる。そして，
本書の監修は太田垣瑞一郎となり編者は越河六
郎と藤井亀が担当しているが，二人のつながり
について若干触れてみたい（越河の経歴は前回
紹介済み）。
藤井は1944年（昭和19）に広島県で生まれ，

1967年（昭和42）に芝浦工業大学工学部の助
手となり，1986年（昭和61）に「家兎のDRL学習
過程における時間従属性4」の研究において医

労働科学へのメッセージ２

椎名　和仁

労研アーカイブを読む………102

しいな かずひと
博士（知識科学）
公益財団法人 大原記念労働科学研究
所 協力研究員
主な論文
・単著「文系大学生の安全意識調査」『日
本労働科学学会年報』２号．2022年．

・共著「工学系大学生における安全に
関する工学教育の提案」『技術と経済』
652号．2021年．

図１　 「労働の生産性．第２部 ～桐原葆見の教育・
技術論～」の表紙
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学博士の学位を取得され，1994年（平成６）に
は芝浦工業大学工学部教授に就任された。
1967年（昭和42）に越河が芝浦工業大学に勤
務しているとき，その同僚であった藤井と共同
で開発したCFSI（蓄積的疲労微候インデックス）
があるが，そのマニュアル作成まで35年を要
している。このマニュアルは労研の協力を得な
がら「労働と健康の調和：CFSI（蓄積的疲労徴
候インデックス）マニュアル5」として2002年（平
成14）に発刊されている。このようなことの関
係もあり藤井もまた労研の客員研所員であっ
た。現在でもCFSIは多くの現場調査に利用さ
れ，近年では看護労働に携わる看護師の労働負
担調査，特に三交代制から二交代制への切り替
えなどの変化の研究調査や職場との労働環境を
評価するための資料として活用されている6。
藤井は越河が89歳で逝去された際に応用心理
学研究誌に追悼文を掲載しており，ここからも

二人の絆の深さが窺えられる。
さて話は本書に戻し，この論述集は桐原が
1960年（昭和35）に発刊した「生産技術教育7」
がもとであり，桐原が各雑誌に寄稿したものを
収集してまとめた形となっている。桐原が寄稿
した先は，日本職業指導協会，青少年問題研究
会，日本産業訓練協会などと多岐にわたるが主
に人材育成の観点から執筆されている。この背
景には，戦後日本の中学・高等学校における進
路指導，そして青少年を受け入れる産業側でも
教育訓練，将来の人材育成に多くの課題があっ
た。
このことは本書の編集後記で越河が記述して
いるように当時は，中学校を終えただけで上京
する“集団就職”の時代であって，少年たちは
農村の子弟が多く，都会の生活もままならない
状態であったという。就職指導担当の教師らが
少年たちの就職先を訪問，雇用主に挨拶するほ

図２　本書の目次とページ数
出典：本書の目次を参考に筆者が加筆して作成
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か，「生活指導・補導」をしばらく継続した事
例もみられた。「生産技術教育」は当時の，学
校教育における職業教育と就職後の産業訓練・
指導との関連に触れた論説として，読者に少な
からず衝撃を与えた書物であった。「労働の生
産性．第２部 ～桐原葆見の教育・技術論～」
は1950年代の雑誌記事を収録しており，「各記
事」については越河ら（編者）の直接的な解説
は加えておらず，読者の了解にお任せする，と
いう形となっている。そして，「技術・教育論
からのメッセージ」は，越河らが感銘を受けた
「ことば」をそのままとしているa）。

今回紹介する記事
本書に収められている数多い論述集の中から

今回は「生産性向上と職業指導8」の記事を紹
介してみたい。この記事は日本職業指導協会の
「職業指導（昭和31年５月）」の協会創立30年記
念号の巻頭言の次に掲載され，巻頭言では当時
の文部大臣（清瀬一郎）9，文部事務次官（田中
義男）10）が寄稿していることから当時，桐原の
論説は一定の影響力があったことが窺えられ
る。
日本職業指導協会（現在は日本進路指導協会b））
についても少し触れておく。日本が学校教育に
職業指導を取り入れたのは大正末期から昭和の
初めにかけてであった。文部省が昭和２年４月
に「少年職業指導に関する協議会」を開催し，
広く関係認者を集めて協議を行い，その６ヵ月
後の６月７日に「少年職業指導協議会意見」な
るものから参加された各委員の動機によって日
本職業指導協会が設立された。そして，戦後は
教育制度や内容などが改善され，中学・高等学
校の教育目標に「個性に応じて将来の進路選択
（決定）する能力を養うこと」と規定され，学
校教育で職業指導が行われるようになったc）。
その後，昭和21年に全国の中学校では「職業
指導」という名称で教科書が使われるようにな
り，３年後には「職業の知識」という教科書が
使われるようになった。そして，昭和24年に

教職員の免許法という法律ができ，その免許の
科目に国語，社会，英語と同じように職業指導
という免許状ができたのであった11）。学校教育
に職業指導が設けられたことで産業界からは期
待される一方で，職業選択をただの金儲けのた
めの手段，あるいは生活に必要な資金を得るた
めの手段に過ぎないと考えるような誤った職業
観を両者（学校と企業）で排除し，職業と人生
及び職業と社会との深い内面的なつながりを十
分に自覚させる必要があった12）。
今回紹介する桐原の記事は，このような時代
の中で寄稿したものである。今回も短い記事な
ので全文を以下に紹介する。
産業の生産性を決定する要因として，施設が
20，技能が20に対して，人間関係は40の割合
の重要度を持っていると，近頃アメリカの経営
者は言っている。もちろんこれは厳密な計算に
よる数字ではなく，多年の経験から割り出させ
た結論に違いないが，経営内の人間関係の良否
がいかにその生産を左右するかということと，
アメリカの経営者が今日これをいかに重視して
いるかを物語っている。
戦前から戦後に掛けて漸

ようや

く盛んにアメリカで
研究され，今日ではヨーロッパにおいても注目
されているところの産業における人間関係の研
究と調整とに対しては，往年のテイラー・シス
テムが科学的管理法の名において結局人間機械
観に徹底した労働強化の具にすぎなかったのと
同様に，これは中世紀的な素朴な人道主義によ
って労働の搾取を策するものであるとの批判が
あるけれども，しかしこれが人間性の自覚の上
にたって，あくまでも労働者の人格を尊重し，
その自主的な満足をもった協同体制を打ちたて
ようにとの努力である限り，それは企業のよっ
て立つところの理論的原理の探求であって，単
なる人事管理の技術ではなくして，そこに思想
の問題か導入された点において，私はこれを重
視し，かつ高く評価したのである。現にアメリ
カの大企業の経営者首脳の中には，真剣にこれ
について深く考える人々がある。その真摯な態
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度に敬意を払うにやぶさかでない。生産技術の
進歩にしたがって，自動機械化がいよいよ進ん
で行く，原子力の実用も遠いことではないであ
ろう。そこに働く人々の人間的な自覚と人間性
に基づいた良い関係とは，どのような関係であ
って，どうしてそれを打ち立てるかは，いよい
よ重要な問題であると考える。
良い人間関係とは，経営者と従業員と，また

従業員相互が，各人互いにその人格が尊重され
て，それぞれ自主的に，満足をもって目標にむ
かって協力するところの関係である。そうして
それは親分子分とか，兄弟分と称した封建的な
昔ながらの関係ではなく，また温情主義や精神
主義で押しつけられた関係でもなくして，事実
と批判の上に立った近代精神によって造出され
た関係でなくてはならない。
その事実を把握するために，従業者は態度調

査とか，モラール調査など現に企業内で行われ，
その技法も最近甚だ進んで来たのであるが，そ
れらの多数の調査にあらわれたところを見る
と，経営に対する従業員の態度も，監督者に対
する監督される者の態度も，または職場集団内
の各人の結合の度にしても，いずれも各相互の
それが相関していて，決して一方的に決まった
ものではならない。一方の態度は他方の態度の
反映と見てよい事実が証明されている。そうし
て一般にある企業経営においては，地位が高い
者ほど，経験が長い者ほど，したがって年齢が
高いもの程，その経営に対して協力的な好まし
い態度を持っている。また近代的な産業従業者
や，優秀な，かつ企業内で組織的な新しい養成
教育を受けている青年には，帰属感が弱くて，
協力的な態度得点が低小である，という結果も
出ている。
しかしここに問題は，どんなものが経営によ

って好ましい態度であるか，どれが真に自主性
をもった協力的態度なのか，ということである。
結局これはお互いの価値判断に関わることがら
である。その態度やモラールを決定する要因で
あるところの各人の職務における満足と，した

がってそれに対する参与協力の程度の自覚と
も，また各人の価値判断に関わる事項である。
ここに職業指導の重要な領野と任務とがあ
る。それは個人の一生も幸福を左右すると同時
に，将来の産業及び労働諸関係を決めかねるも
のであるからである。
職業上の満足は，仕事における誇りと仕事の
自己管理との人間に根本的欲求が満たされると
ころに持ち得られる。良い人間関係造出の第一
の要件としての人格尊重も人間性の理解も，畢

ひっ

意
きょう

 d）従事者各人をしてそうさせることを出発 
すべきことはいうまでもないけれど，態度もモ
ラールも，人間関係はもちろんのこと，上記の
ようにいずれも相互の心と心との関係の上で出
て来る現象なのである。そこで従業者各個が各
自の立場において，よく満足を感じ，したがっ
て幸福であり得るようにパースナリティが形成
させるか否かが重要な側面である。
この職業満足度については，かつて

R.Hoppocke）が広範囲な詳細を調査した。その
結論としては，その満足―不満足の度合いを決
める主要な条件をあげて，⑴不快な事態に対し
て反応する個人の能力と仕方と種類と，⑵職場
内外の他の人々とうまく順応する能力，⑶職業
の同一界層における地位，⑷仕事の性質と個人
の能力および趣味，⑸経済的社会的安全保証の
有無，⑹自己および社会に対する忠実さとサー
ビス，の六つをあげている。この研究は20余
年前に行われたものであるけれども，その調査
対象が地域の職業を網らした広範なものであっ
たことと，二百数十項目について面談又は質問
紙法を用いて調べ，その処理は各項目をクロス
させて精密に行っている点で，信用のできるも
のである。そのあげている条件と満足との，ど
ちらが因でどちらが果だか決められないものが
あるけれど，少なくとも両者共にある個人の場
合の表現した重要な兆候であることは確かであ
る。そうしてこの六つのどれも職業に対する教
育と指導の如何によって，良く悪くもなり得る
ものである点に注意しなければならない。
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職業での成功の基底は結局この各個人のその
職業における満足にある。これは主観的にそう
であるばかりではない。客観的な職場社会の諸
関係が良くなる基調であることは，上述の人間
関係の産業における役割りから見ても明らかで
ある。
日本職業指導協会が発足して30年，その間

戦争によって仕事に多少の消長があったけれ
ど，最近はとくに人間理解の方法や相談指導の
技術の進歩に伴って，その実施が長足の伸展を
示して来たことは欣

よろこ

びにたえない。が，しかし
そのやっていることが，はたしてどれだけ実際
に役立ち青年を真に幸福にしていたか，につい
てはなおこれから一層の研究と努力とをする必
要があることを痛感する。卒直にいって，方法
の上では，協会発足の以前からあった形式主義
が今なお横いつしているもではないか。端的に
例をあげれば，いわゆる職業適性検査というの
が時間と手数とをかけて実施されているが，こ
れの成績が実際の就職や配置の上にどれだけ利
用されかつその効果があったか。その方法にし
ても甚だ皮相的で，パーソナリティの全貌をと
らえるにはあまりに小部分的である。職業の上
の成功をきめる要因として，あの適性検査で査
定される能力はほんの一部であって，むしろそ
の底に横たわっている深く大きな部分が大切な
のである。職業についてのインフォメーション
として与えられているものは府県の商工課の罫
紙にかかれた報告のように，ただ産業の種類や
生産品や労働者数などの統計的な概観にすぎな
い。そこでどんな能力と態度とが各層の従業者
に要求され，どんな労働と生活とが営まれなけ
ればならないか，など，働く者にとって最も重
要な事項に関しては多く伝えられていないよう
である。就職の相談となると競うて大企業へ志
望が殺到させられるけれども，それに入り得る
ものは漸

ようや

く20分の１であって，他の19はすべ
て中小企業へ進まなければならない現在であ
る。設備においても労働条件にしても，すべて
が後進的で不安定なこれら中小企業で働いて成

功して，幸福と満足とを得るためには，どんな
ことをどのようにしなければならないかについ
て，親切な指導を十分に受けることができない
ままで行っているようである。
仕事の上でほこりを持ち，自主的な仕事の自
己管理を可能にして真の満足を持ち得るための
指導こそが，職業指導の最も重要な事項である
まいか。職業指導はそれによって初めて役に立
つというものである。
それがために必要なことは，近代精神の変革
と現在生産技術の進歩の相についての深い洞察
と広い知見とをもってしなければ，こと志とは
ちがうような始末になろうかも知れないことを
附言しなければならない。

おわりに
職業指導は昭和33年に大きな転換を迎える
のであった。それは中学校学習指導領域の改訂
により「職業・家庭科」が廃止されて，それに
代わって「技術・家庭科」が設けられ，従来の
職業・家庭科で取り扱われた職業指導は教科か
ら外されたのであった。職業指導は進路指導と
名称を変えて学級活動の中で計画的に実施され
ることになった。昭和44年の中学校学習指導
要領の改訂，昭和46年の高等学校学習指導要
領の改訂により進路指導は教育課程の全体にお
いて行うことになり，全教育活動を通して指導
することが強調された。そして，教育活動全体
を通し進路指導を補充，深化，統合する場とし
て，特別活動としての学級指導（ホームルーム）
を中心に展開されることとなった。この考え方
や方針は，現在の新学習指導要領にも引き継が
れている13）。
また，近年では科学技術の進歩，グローバル
化，産業構造の変化に伴い多様な課題に対応で
きる問題解決能力を養成することが重要となっ
ている。職業指導においても主体で，対話的で，
深い学び，がキーワードになっており，具体的
には企業と連携した商品開発，地域での販売実
習，高度熟練技能者による指導などの対話を通
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じて，学生の主体的な学びにつながることが期
待されている。さらに，この実践的な経験から
仕事に対する正しい価値観や倫理観を学ぶこと
が可能となる14）。今回紹介した桐原の記事は時
代が変わっても参考になるところが多々ある。
最後に本書の編集後記に生前，桐原と交友

があった三枝博音 f）（哲学者）の「技術とはなに
か15）」について述べた記事があるので紹介して
おく。

“自然法則なるものが存在するものを前提と
し，その上で技術を説明するということは，ひ
とつの便宜であって，根本的な理解の要求を満
足せしめることはできない。たとえば，「技術
とは人間が発見せる自然法則の統合的把握とそ
れを行使する手段である」（これは桐原葆見博士
の試みられた企てである）という定義において
は，自然法則の存在は既定の事柄として前提し
て行われるのである。この如き技術の定義は間
違っているのではなくして，ある当面の問題を
解くために便宜に一応とりきめられる定義とせ
ねばならない。技術を理解することは，同時に
科学も理解してかからねばならぬような根本的
な仕事であると考えねばならぬと思われるg）。”

この２冊の論述集の中の記事については今後
も時折紹介してみたいと思う。次回は越河の記
事を紹介する。

注
a）太田・越河・藤井（2008）編集後記，pp.251-252.
b）公益財団法人日本進路指導協会：戦後の名称は「日本職業
指導協会」であったが，1979年（昭和54）５月に「日本
進路指導協会」と改称した。  

出所：https://www.shinro-shido.com/pages/24/ 
（2024/12/１アクセス）

c）田中（1956），p10-11.
d）畢竟：仏教用語である。さまざまな経過を経ても，最終的
には一つの結果に落ち着くさ様。  
出所： https://yain.jp/（2024/12/１アクセス）

e）R.Hoppock（Robert Hoppock）：ロバート・ホポック。米
国の管理学者。従業員満足度を調査した書籍にJob 
Satisfaction（1935）がある。  
出所：https://kotobank.jp/word/（2024/12/１アクセス）

f）三枝博音：1892年（明治25）広島県に生まれる。哲学，思
想史，科学史，技術史の研究者。1922年（大正11），東京
帝国大学西洋哲学科卒業。医学史の大家富士川游に師事。
東洋大学，立正大学，法政大学などで教鞭をとる。  
出所：https://shoshi-shinsui.com/book-kintetsushi.htm 
（2024/12/１アクセス）

g）太田・越河・藤井（2008）編集後記，p.252.
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手の復権

表紙の作品は1996年，当時鎌倉にあった神
奈川県立近代美術館で行われた「道具と美術」
と題された展覧会での様子の一部です。
この展覧会の副題は「手の復権」とあります。

われわれがつくる作品というものは，手という
アウトプットを通して，それぞれの想像を具体
化したものです。手とその延長である道具に注
目をして，作者がたどるそれぞれの制作のプロ
セスを改めて確認しようという趣旨だったと思
います。
この展覧会は，作家たちがものをつくるのに

も，さまざまな道具を使うけれど，みんなそれ
ぞれの目的によって使い方も，道具そのものも
違うはずで，その道具の使い方を披露し，作品
というもののつくられ方に，新たな角度を与え
て，眺め楽しむことができたと思います。
実際の展示では，表紙写真の作品の手前に，

アトリエで使っている作業台が置いてあり，そ
の上には，これらの作品をつくる時に使った道
具も並んでいる，というわけです。
つまり，この部屋にアトリエが再現されて，

製作の現場の一部が見られるというかたちにな
っていました。この展覧会に参加したそれぞれ
の作家たちの，そうした製作の現場が，それぞ
れの方法に合わせて再現されていました。
写真の作品は，電動のチェンソーでカタチを

削り出したものです。３メートル近い堅い木の
柱を，なだらかな曲線に削って，リズミカルな
カタチをつくり出しています。右上の小さい写
真に，その制作の風景を示しておきます。
この頃には，盛んにこうした作品をつくって

いました。なだらかな線が少しずつ変化をして，

太さを変えながら曲線のリズムをつくることが
楽しかったのです。
太いカタチが細いカタチへと繋がりながら変
化をすることでリズムを感じさせると考えてい
ました。そうした考えというのは，あくまで理
屈です。でも実際にそれを見ると，やはりそこ
にはカタチの変化があって，その変化はリズム
を感じさせるのでした。
心臓の脈動は最も基本的なリズムですし，わ
たしたちの体という，命の基本から始まってい
ます。あらゆるところでリズムという感覚は，
脈動の感覚と同じで，基本的な命の証しとして
感じられます。枯れてしまって植物としての命
は終わってしまっているはずの，材木でこうし
てカタチをつくることが「感じられる命」とし
て現れると思います。
さらにそのカタチの表面は，つるつるに仕上
げるのではなくて，わざと粗いやすりをかけて
ザラザラにしています。それは，手で触った時
に，抵抗のある感触が確かにここにある，とい
う実感に繋がるはずだと考えたからです。カタ
チのリズムという変化と，触った時の感触から
受ける抵抗感が，見る人にもたらす存在すると
いうことへの実感に繋げたい。そういう希望が
カタチになったとも言えるのだと強く思いま
す。
「手の復権」は美術館の考えでしたが，わた
しは，わたしの内側で電気チェンソーや，やす
りを動かしながら，そうした思いをこめ，手と
カタチの復権を目指していたのだと思います。
1990年代，30年ほど前の記憶です。

すがぬま　ろく
彫刻家，「まちてくギャラリー」企画人

３メートル近い堅い木を電動のチェンソーを常に横にずらしながら
カタチを削っています。この後，粗いやすりをかけて表面を仕上げ
ますが，粗さは残したままになります。（写真・菅沼 綠）

自由と想像
彫刻に向かって

20

菅沼　綠
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「巡視」の視点
筆者が「巡視」をする場合の視点と，その考

え方を簡潔に紹介したい。そもそも現場やそこ
で行われている仕事のことを詳しくは知らない
のに，上から目線の指摘などはできない。さま
ざまな制約の中でどのようにすれば安全に仕事
ができるかは，経験的にという面があるかもし
れないが，その仕事に直接関係している従業員
が一番よく知っているのだと思う。このように
考えると，効果的な「巡視」にするためには，
現場第一線の従業員や管理監督者に「聞く」「教
えてもらう」といった姿勢が欠かせない。分か
らないことを「聞く」だけでなく，気になるこ
とを確認するために「聞く」ことも必要になる。
安全衛生部門は，現場の課題を直接改善する

立場ではないことが多いといった面もあるが，
仕事に起因するケガや病気の予防について一定
の知見があることは間違いなく，実際の現場で
の安全衛生管理に活かしていかなければならな
い責任がある。現場を見て，気付いたことは，
第一線の従業員や管理監督者に伝え，どのよう
に対応することができるのか，一緒に考え，対
策に結び付けることになる。
なお，巡視後の検討の場では，巡視対象の安

全管理や活動の良いところを「まず褒める」こ
とが大切だとまことしやかに言われているが，
指摘することを第一にした上から目線の発想だ
と思う。巡視者は，巡視先で，自らの責任を感

じて改善に結び付けることが役割だとすれば，
良いところを「褒める」ことは必要だと思うが，
「まず褒める」といった発想はないだろう。

見るだけでなく
職場を見て，必要な「気付き」を得るために
は，それなりの経験と知識がいる。しかし，そ
の「気付き」が「単なる表面上の基準からの逸
脱」であって，納得感のないことであれば，安
全衛生管理の取り組みの形骸化を招くことにな
る。現場にとっては負担にしか感じられない「基
準」もある。ケガや病気，事故を防ぐために必
要なことであれば，現場の事情も確認しながら
当事者にキチンと説明して理解を得るようにす
ればいいし，必要のないことであれば，「基準」
を前提にした「指摘」を保留して巡視者自身が
責任を持って対処（「基準」を変えるなど）する，
あるいは暫定的な対応について考えることにす
るのだろう。コンプライアンスを前面に掲げて
無理強いすることも避けたい。
現場のことは「見る」だけでは分からないこ
ともある。見て気付き，想像力を逞しくして，
目に見えない状況（実際に仕事が行われていると
きの行動や環境等）を考えて，課題を見い出す
ことが必要だろう。併せて，第一線で働く従業
員とその仕事についてアクティブに実態を把握
したい。いろいろな方法があるが，次のような
ことが例として考えられる。

・ 手にとってみる・持ってみる・使ってみる
…保護具，工具，部品，操作スイッチなど
・やってみる…姿勢，視線，力（負荷）など
・ 行ってみる…作業位置・場所（点検，段取
替え，上下，内側・裏側など），遠隔監視対象

「巡視」について考える（3/3） 
～巡視を活かす～

凡夫の
3

福成　雄三

ふくなり ゆうぞう
公益財団法人大原記念労働科学研究所 特別研究員（アドバイ
ザリーボード）
日本人間工学会認定人間工学専門家，労働安全コンサルタン
ト（化学），労働衛生コンサルタント（工学）

安全衛生論議
［疑問と 思い込み］
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など
・ 他に，点検してみる，開けてみる，聞いて
みる，調査してみる，照合してみるなど

アクティブに現場の実態を把握することは，
現場の負荷を総合的に把握することに繋がる。
実務を担う現場第一線の従業員にとっては，「巡
視者」が自分たちの負荷（苦労）を知ろうとし
て（思いを寄せて）くれていると感じることに
繋がるのではないだろうか。共に課題に取り組
んでくれる人として「巡視者」を受け止めるこ
とになると思う。
このようなアクティブな実態把握は，「巡視

者」自身の気付きに繋がるだけでなく，監督者
や従業員が日頃から気になっている課題等に対
して，解決の糸口を自ら考えて巡視中の巡視者
に提案したり，自ら改善しようと考える契機に
なったりする。「聞く」「教えてもらう」「やっ
てみる」ことの意味は大きい。
経験の浅い産業医などの安全衛生関係者や管

理者が巡視を行うときは，おそらく「指摘しな
ければならない」といったプレッシャーから相
当な緊張を強いられることになる。本稿で繰り
返し巡視の考え方を示してきたように，巡視は
課題を確認して，共に考え改善するための場だ
と考えれば，緊張する理由はない。「聞く」な
どの現場でのアクティブな振る舞いが，第一線
で働く人たちと共に課題を解決していくといっ
た巡視の本来の目的を果たすことになる。

「巡視」を活かす
巡視を通して，受入側に「刺激」を与え，職

場でできる改善を促すだけでなく，巡視する側
として活かさなければならないこともある。職
場の管理責任者（工場長・事業所長など）に対
応を求めるといった「伝え，実施に結び付ける」
ことに加えて，自ら実施すべきことがある。
組織（会社，事業所など）の安全衛生管理に

責任を持つ立場にいると，一つの現場で見出し
た課題について，他の職場でも同様の課題がな
いかを確認し，組織全体への対応に結び付ける
ことが必要になる。関係先や他職場の責任者に
伝えて類似の問題への対応を求める，現場で把
握したことを詳細に調査する，基準や教育等の

見直しをする，設備面・制度面などの改善に結
び付けるなどといったこともある。巡視の結果
と対応を記録に残して，教訓とすることもある
だろう。
いずれにしろ，現場に不適切な状態（不安全

な状態や行動など）があれば，安全衛生管理に
責任を持つ立場にいる者として，そのような状
態が生じたのは「自分の責任」と受け止めて，
取り組み方を振り返る機会ともしたい。個別の
指導としての「指摘」が必要なこともあるとは
思うが，「ケシカラン」と言うだけの個別の職
場の問題に留めておいては，組織の管理を担う
者としては職責を果たしているとは言えない。
巡視を終えて，受入側から「ご講評を」など
と言って所見を求められる場合は，巡視者の歓
心を買う（褒められることに意義を見い出す）こ
とになっていたり，「巡視」が行事化している
のかもしれない。受入側に「指摘を逃れたい」
といった思いが潜んでいることがあるかもしれ
ない。指摘を逃れるために実態を隠すなどとい
ったことに繋がっている可能性もある。もちろ
ん，「褒められる」ためにであっても，キチン
とした安全衛生管理に取り組むことは，組織に
働く者として違和感のない振る舞いで，全面的
に否定するのではなく，このような対応を活か
す仕掛けがあってもいいとも思う。
安全衛生管理に関わる「巡視」についてあれ
これ書いてきたが，「巡視」に力を入れている
会社・事業所は，間違いなく安全衛生管理に熱
心な会社だと思う。大きな視点と長い目で「巡
視」のコストパフォーマンス（無駄をなくすこと）
をよく考えてみることが，より実効の上がる（意
味のある）「巡視」に結び付くとも思う。いず
れにしろ，「巡視」は，「巡視者が自分の至らな
さに気付く機会」と考えたい。
本稿では「巡視」という言葉に拘ってみたが
安全衛生施策に用いる表現は，関係者の意識に
影響を与えたり，施策の実効性を左右したりす
ることがある。慎重に考えたい。

＜「わたしはこう考えます」…ご意見を＞
執筆内容についてご意見をいただきたいと思
っています。次のアドレスにお願いします。
ご意見送付先：publishing@isl.or.jp
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歌舞伎脇役という宝
現在，重要無形文化財「歌舞伎
脇役」保持者の各個認定いわゆる
人間国宝は二人おり，そのうちの
一人が六代目中村東蔵（1938～）
である。文化庁は「歌舞伎脇役」を，
“歌舞伎を成立させる上で欠くこ
とのできない演技の一つで，今日
では一般に，主役を演じる立役や
女方以外を指す呼称”“概して主
役を補佐する立場であるが，作品
の展開にとって重要な役割を果た
している場合も多く，その演技に
は老若男女様々な役柄が含まれ
る”“主役とは異なる芸風のもの
で，歌舞伎を構成する上で極めて
重要な技法である”と表現する。
もう一人の五代目中村歌六（1950
～）は立役を主とし，東蔵は立役も
女方も手掛ける。また，善悪問わ
ず担い，その姿には気負いがない。

静かなる情熱の焔
六代目東蔵は，15歳上の姉が
日本舞踊家の初代藤間紫で，芸事
にたしなむ環境で育った。新国劇
の子役から始まり，時代劇映画で
活躍した後，歌舞伎の世界に入る。
戦後の名女方であった六代目中村
歌右衛門（1917～2001）の芸養
子となり，三代目中村玉太郎を名
乗って初舞台を踏んだのが，
1961年。その時，兄が歌右衛門
の芸養子であったことが縁だとい
う。1967年，東蔵を襲名。そして，
初舞台から55年の月日が流れ，
人間国宝に認定されたのが2016
年。78歳になっていた。

記者会見では，「のんびり流れ
に身をゆだねているうちにこうな
った。芝居が好きなので主役をや
りたいと思ったこともあります
が，与えられた役に次々と取り組
むうちに，幅の広い役者だといわ
れるようになり，おかげで今度の
ような文化財にもなった。流れに
身をゆだねるのは悪くはない」と
語っている。根っからの芝居好き，
六代目歌右衛門の芸養子として得
られた環境で，与えられた役を存
分に生き，自分を活かしてきた。
役の気持ちの大切さを語る歌舞伎
俳優は多いが，それらを表現する
技量をもたなくてはならず，熟達
した歌舞伎俳優は役を深く細やか
に自らに身体化する。2018年に
は旭日小綬章。
舞台に存在するだけで，物語の

世界が立ち上がる。2023年の歌
舞伎座（東京・中央区）の秀山祭
九月大歌舞伎において『一本刀土
俵入（いっぽんがたなどひょうい
り）』の老船頭の役で出演し，その
時代，その職業，その土地で暮ら
してきた人のもつ風情と香りを漂
わせる演技によって物語に味わい
をもたせたのが印象的であった。
2025年１月21日で87歳にな

る。一般的には身体の自由が利か
なくなり舞台上を歩くことも容易
くはない齢ではあるが，2024年
は１月から４ヵ月間，歌舞伎座に
出演した。また，６ヵ月ぶりに出
演した10月の『権左と助十』では，
話の筋のキーマンである小間物屋 
彦兵衛の役で終盤に登場し，無実

の罪で捕らえられ折檻された自身
のつらさと救ってくれた長屋の人
たちへの礼をわずかな出番と科白
できっちりと表現した。
いつだって舞台に，作品に，役

に潤いを持たせる。近年の舞台で
は，役の性根の強さを含有した柔
らかさが殊更に感じられ，神々し
い。客席から手を合わせて拝みた
くなることしばしばである。長男
の六代目中村松江（1966～）は
立役，成長著しい孫の五代目中村
玉太郎（2000～）は女方を主と
する。屋号は加賀屋。

角力と歌舞伎
歌舞伎の作品の中に，関取が出

てくるものがいくつかある。角力
と書いて“すもう”と読む。『双蝶々
曲輪日記（ふたつちょうちょうく
るわにっき）』もそのひとつであ
る。主要な登場人物である濡髪長
五郎と放駒長吉に共通の「長」の
字から「双蝶々」とし，「曲輪」
は廓であり遊郭に関連した筋が混
ざる。
1749年（寛延２年）７月に大坂・

竹本座で人形浄瑠璃として上演さ
れ，歌舞伎ではその翌月の京都・
嵐三右衛門座が最初である。全部
で九段あるが，上演は二段目「角
力場（すもうば）」と八段目「引
窓（ひきまど）」が圧倒的に多い
人気演目である。俳優が立派な体
格の関取を演じるために，衣装，
履物，小道具，大道具など随所に
工夫される表現技巧を知る楽しみ
もある。

歌舞伎で生きる人たち　その廿五̶水到渠成
湯淺　晶子
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他には『幸助餅』がある。いず
れも関取は強さとともに人気が肝
心の商売でもあり，恩返しと人情
が描かれている。『一本刀土俵入』
は，相撲取りに向かないと破門さ
れた若い男が十年後に恩返しをす
る話である。
家族，暮らし，祭事
「引窓」は，訳があって人を殺
めてしまった角界の大スター濡髪
長五郎が，ひと目だけ産みの母の
お幸（こう）に会いたいと密かに
やってくるところから始まる。長
五郎は里子に出され，お幸は再婚
した夫の息子の南与兵衛（なんよ
へえ）とその妻のお早と京の八幡
の里で暮らしている。当時のこの
地は竹藪が茂り日中でも薄暗く，

天井に明り採りの引窓がある家が
多かった。お早もかつての廓暮ら
しで長五郎とは顔なじみであっ
た。二人は長五郎を家の二階に休
ませる。そこへ南与兵衛が上機嫌
で帰ってくる。亡き父の跡を継ぎ
現代の警官にあたる郷代官に任じ
られ，父の名を名乗ることを許さ
れたと。この慶事にお幸，お早と
ともに大喜びするが，与兵衛が召
し捕り（逮捕）の命を受けた下手
人の人相書には長五郎が描かれて
いた。与兵衛が庭の手水鉢の水に
映る長五郎を見てしまう。察した
お早が引窓を閉めて室内を暗くす
る。与兵衛は夜の当番を割り当て
られている。お早は引窓を再び開
け，まだ早い，と言う。
お幸は永代供養のために貯めて

きたお金を与兵衛に差し出し，人
相書を売ってくれるように頼む。
二人の息子の行く末，血縁の情愛
か，人の世の義理か。互いを想う。
与兵衛は，自分の功立てよりも母
の大事な人を逃がすことを決心す
るが，その気持ちに感じ入った長
五郎は与兵衛のお縄にかかるとい
う。与兵衛に諭される長五郎。関
取の印である大前髪を剃り落と
し，父親譲りの大きな黒子（ほく
ろ）は与兵衛が投げた銀（かね）
包みで切り取られる。あまりにも
目立ちすぎる外見をどうにか取り
繕うが，なおのこと長五郎は自分
に縄をかけることを懇願する。お
幸がその願いを聞き入れ引窓の紐
で縛る。与兵衛は紐を切り，月明
りが差し込む。その光に事寄せて，

自分の役目は夜明け前まで，今日
は放生会（ほうじょうえ），と長
五郎を逃がすのである。
石清水八幡宮では，旧暦８月

15日の中秋の名月に「放生会」
が催されていた。人間は生きるた
めに殺生をする。この日は鳥や魚
などを放して人間の罪を償うので
ある。不殺生戒という戒律からく
る現代にも続く祭事である。
六代目東蔵は幾度もお幸を演じ

てきた。直近の2024年６月の歌
舞伎座興行では，四代目尾上松緑
（1975～）の長五郎，四代目中村
梅玉（1946～）の与兵衛，それ
ぞれがそれぞれに向ける愛に，観
る者の眼は潤い滴り落ち，会心の
芸を受け止めるのに必死であっ
た。

主な参考文献
1『かぶき手帖 2023年版』公益財団法
人日本俳優協会・松竹株式会社・一般
社団法人伝統歌舞伎保存会編集・発行，
2023年１月

2『四月大歌舞伎』筋書，歌舞伎座，令
和６年４月

3「歌舞伎 on the Web」―「歌舞伎演目案
内」―「双蝶々曲輪日記～引窓」 
https://enmokudb.kabuki.ne.jp/
repertoire/504/

4歌舞伎公式総合サイト『歌舞伎美人』，
松竹株式会社運営  
http://www.kabuki-bito.jp/

5「重要無形文化財の指定及び保持者の
認定について」，文化庁，2016年７月
15日　https://x.gd/WqlMK

6石清水八幡宮ウェブサイト  
https://iwashimizu.or.jp/

ゆあさ あきこ
東京女子医科大学看護学部 講師
大原記念労働科学研究所　特別研究員

双蝶々曲輪日記～引窓
作　竹田出雲，三好松洛，並木千柳

出演　六代目中村東蔵

写真　�舞台「双蝶々曲輪日記　引
窓」でお幸を演じる中村東
蔵（2024年４月，歌舞伎座）
©松竹株式会社
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チェックポイント 125
　若年労働者のために適切な作業負担を割り当て、
チームワークを促進し、適切な訓練を行います。

なぜ
　若年労働者は、成熟した労働者と比較すると、身体
的および精神的能力に差があります。彼らは作業につ
いて経験が十分ではない場合が多く、適切な支援が必
要だと感じています。

　若年労働者が作業場の慣習に慣れたり、必要な作業
課題をこなせるようになるには、通常時間がかかりま
す。十分な作業経験を積み、作業中に直面する問題点
を解決できるように、指導と支援を行うことが重要で
す。

　作業場のリスクに対処するとき、最も影響を受けや
すい労働者は仕事の経験が最も少ない人たちです。こ
の「新しく加わったばかり」という要因は、しばしば
若年労働者の「年齢」要因と混同されます。作業に加
わったばかりの早い時期のリスクに対処できるよう、
訓練を行わなければなりません。

　若年労働者が実績を向上できるように支援する最善
策は、経験のある年輩者をつけて、彼らを指導し訓練
することです。若者労働者と年輩労働者が良いコミュ
ニケーションをとれれば、作業場の雰囲気もより良く
なるでしょう。

リスク／症状
・　負傷率の増大
・　ストレスによる健康障害
・　不十分なコミュニケーション
・　不十分な理解
・　労働者の健康低下

どのように
1 ．若年労働者が新しく作業場に配属されたら、作業
システムの説明と若年労働者の支援策を含む、適切
な訓練を行います。定期的に彼らの相談に応じるの
も役立ちます。

2．チーム作業手順を見直して、若年労働者に適切な
作業負担を割り振ります。そうすれば、十分な作業
経験を徐々に積むことができます。

3．若年労働者に作業中のリスクに対処するために、
彼らの背景知識、技能、体力を考慮に入れたトレー
ニングを実施します。適切な安全に関する訓練によ
り、若年労働者の場合、作業関連健康問題のリスク
を低減することができます。

4．年輩労働者に若年労働者の支援役を割り当てます。
支援する人は、若年労働者と毎日接触して、問題が
起こる前に指導していきます。若年労働者は問題が
あっても先輩に相談するのをしばしばためらうため、
毎日話しかけることは極めて重要です。

5．作業負担が若年労働者の能力を超えていないか確
認するため、作業のあらゆる側面をチェックします。

6．若年労働者が教育課程を続けていけるように、フ
レックス時間制を実施します。

追加のヒント
－　若年労働者が法定の就業年齢に達しているか確認
します。

－　若年労働者でも、作業場の年輩労働者と監督者に
気軽に相談できるような雰囲気をつくるよう努めま
す。必要なら、若年労働者が自分の問題の解決策を
見つけ出せるようにグループ討論を行います。

－　健康リスクを減らして作業を遂行する方法を若年
労働者に教えることが重要です。教育は、作業技能
についてだけでなく、人間関係についても必要です。

－　若年労働者の支援が、本人たちの希望に基づいて
行われるように確保します。若年労働者は、自身の
安全と健康に危険となる仕事に就く前に年配労働者
と相談すべきです。

記憶ポイント
　若年労働者が十分な作業経験を獲得できるように支
援します。問題が深刻になりすぎてしまう前に、年輩
労働者が若年労働者にオン・ザ・ジョブ訓練を実施し、
支援します。
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図125a　�若年労働者に対して、彼らの背景経験、知識、スキル、体力を
考慮しながら、作業中にリスクに対処する方法を訓練します。

図125b　�若年労働者が作業場の問題を話し合い、自分たちのニーズを反映した実際的な改善策を提案
する機会を提供します。
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第２版

ERGONOMIC

　広く普及した『人間工学チェックポイント』を全面改定した本書は、作業関連災害と疾
病の予防と、安全、健康、作業条件の改善に役立てるために編集されました。
　さまざまな作業場の条件チェックに応用してきた産業現場の豊富な経験に基づいて、第
2版では新項目も加えて読みやすく改定し、カラー刷りの挿し絵に組み替えているのが大
きな特徴です。
　広範囲の現場状況について応用できる実際的で低コストの人間工学改善策を 132 項目に
分けて、次の領域別に解説しています。

人間工学チェックポイント
第２版

　■　資材保管と取り扱い　
　■　手もち工具
　■　機械の安全
　■　ワークステーションの設計
　■　照　明
　■　構内整備
　■　有害物質・有害要因対策
　■　福利厚生施設
　■　作業組織

　挿し絵つきの各チェックポイントは、とるべきアクションを示していて、‶なぜ"必要で、
‶どのように"実行すべきかを述べています。また、‶追加のヒント"と‶記憶ポイント"も示
します。このマニュアルの全項目を集めたチェックリストが示してありますが、ユーザー
はこのチェックリストの項目を選んで、それぞれの作業場点検にたやすく応用できます。
　本書は、作業場改善にかかわるすべての人のためにつくられました。経営者、管理監督
者、労働者、監督官、安全保健担当者、トレーナーと教育者、事業支援サービス従事者、
技術者、人間工学専門家、設計者に役立ちます。
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〒 151-0051
渋谷区千駄ヶ谷 1-1-12
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ブックスブックス

米国ではカーネギー，メロン，
モーガン，デュポン，デューク，
ロックフェラーらの大富豪たちが
王朝に近いという。この中で巨額
な富を活用してフィランソロピー
（社会貢献）においては，ロック
フェラー財団（ロ財団）と並ぶ財
閥はおらず，その拠点はニュー
ヨークであった。日本は戦前から
ロ財団とは密接な関係があり，国
立公衆衛生院設立の援助，ロック
フェラー医学研究所での野口英世
の功績などが挙げられる。本書で
はロ一族が富を築いていく過程，
個性豊かな一族が社会貢献活動を
展開していく様子が描かれてい
る。著者は戦後，日本の文化交流
の場であった「国際文化会館」に
長く務めた加藤幹雄氏であり，
ジョン（ロックフェラー三世：初
代の孫）と松本重治（ジャーナリ
スト）が中心となって友好関係を
築く過程を間近に見てきたとい
う。なぜ，世界的な大富豪が日本
贔
ひ い き

屓だったのかを紹介してみた
い。
1860年年代，石油産業に参入
したシニア（一世）は巨万の富を
手に入れ石油王となる。だが，彼
は子どもたちが富に押しつぶされ
ないように年少児から信仰心，倹
約，勤労の習慣を徹底的に教え込
む。その子であるジュニア（二世）
は大学時代に知り合った女性と結
婚するが，その姉は美術品に対す
る優れた鑑識眼があり，その影響
でジュニア夫婦らは次第に東洋美
術に興味を持つようになる。来日

すると彼らは一層，日本の芸術文
化に魅了され，自宅近くに東洋美
術商の出展を勧めるほどであっ
た。そのため息子のジョンも幼い
頃から身近で日本文化に触れなが
ら育った。
ジョンと松本重治の出会いは昭

和４年に京都で開催された太平洋
問題調査会（IPR）の会議である。
ジョンはプリンストン大学を卒業
して間もない23歳，松本は欧米
留学を終えて東大で研究助手をし
ていた31歳の時であり，二人は
直ぐに意気投合し「ジョン」「シゲ」
と呼び合う間柄になった。その後，
ジョンは実業家，シゲ（松本）は
ジャーナリストの道を歩むことに
なる。シゲは高木八尺（東大教授）
と一緒に日米開戦回避の最後の試
みに加わったが，その甲斐も虚し
く日本は開戦に踏み切ったのであ
った。
二人が戦後再会したのは昭和

26年にダレス使節団の一員とし
てジョンが来日した時である。シ
ゲは開戦回避を深く省み，国民に
対して米国への正しい理解の重要
性を説き，ジョンもまた日米の相
互理解が必要であることを認識し
ていた。ジョンは講和条約などの
骨子ができた後も滞在し，高木と
シゲらが勧める日本の国際派知識
人たちと対話する。そして，二人
の思いは，ロ財団からの資金提供，
諸団体や個人からの支援によって
「国際文化会館」設立という形で
実現する。以降，この機関を中心
に第一級の米国知識人の来日や日

本の知識人が米国に派遣されるな
ど活発な国際交流の場となる。ま
た，ジョンの兄弟や子供たちも日
本に強い関心を持ち，ジョンの末
弟（チェース・マンハッタン銀行
頭取：現在はJPモルガン・チェー
ス）は戦後復興期の日本を支え，
長男は国際基督教大学に留学す
る。
ジョンとシゲは「文化交流は人

に始まり，人に終わる」という信
念で説き，その信念はロ一族の第
五，六世代に形を変えながら現在
でも引き継がれている。

文化交流は人に始まり，人に終わる
椎名　和仁

ロックフェラー家と日本
日米交流をつむいだ人々

加藤　幹雄　著

しいな　かずひと
大原記念労働科学研究所
協力研究員

加藤　幹雄　著
岩波書店，2015年12月，四六判，  
302頁，2,750円（税込み）
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婦人科がんを抱えた就労者における離職 
およびQOLの関連要因

木全明子，伊藤慎也，落合亮太，眞茅みゆき

本研究の目的は，婦人科がんサバイバーの就労問題，離職に関連する要因，および就労問題が就労者のQuality of 
lifeに及ぼす影響を明らかにすることである。18歳以上の婦人科がんサバイバー136名に対して横断的質問紙調査
を実施した。就労群と離職群を対象に多変量ロジスティック回帰分析を行った結果，離職関連要因は，進行がん，全
身状態不良，末梢神経障害，嘔吐による就労への支障，既婚が統計学的に有意な変数であった。線形回帰分析の結果，
就労群のQuality of lifeに関連する要因として，高いソーシャル・サポー卜，高いセルフマネジメント，高い自己効
力感はQuality of lifeを高めることが示された。 （自抄）

B5判  年3回刊　96巻3・4号  定価1,600円（税込）　 年間購読料4,500円（税込，送料不要）
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シルバー人材センターにおける重篤事故の発生状況： 
10年間の全国データによる検討

森下久美，松山玲子，渡辺修一郎，中村桃美，石橋智昭

本研究では，全国のシルバー人材センターにおける2009年～2018年度に発生した重篤事故の発生状況・要因
を整理した。その結果，就業中の事故では，男性75歳以上層，長期在籍層，「技能群」従事者で事故発生率が高く，
約６割の事故が「保護具，服装の欠陥」に起因するものであった。就業途上の事故では，女性，高齢層，長期在籍層
で事故発生率が高く，多くは第三者が関与する交通事故であり，「環境的要因」に起因するものであった。今後，シ
ルバー人材センターでは，後期高齢層のさらなる増加が見込まれることから，体カチェックなど健康度の把握および
自転車を含む車両による通勤の制限等の被災リスク管理が求められるだろう。

B5判  年3回刊　96巻5・6号  定価1,600円（税込）　 年間購読料4,500円（税込，送料不要）
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介護保険サービス利用者の生きがい就業における金銭的対価の意義
永井邦明，原田瞬，川㟢一平，住川佳南枝，森本誠司，小川敬之，小川芳徳

本研究は，生きがい就業における金銭的対価が，介護保険サービス利用者の生きがいにどのように寄与しているか
を調査したものである。研究の結果，金銭的対価は，「対象となる活動を『仕事』であると認識する」「自信と責任を
持って活動を行う」「良いストレスを得る」「主体的な試行錯誤によって得た釦識や技術を継承する」「生活行為の範
囲を拡大する」「自己の行った活動を振り返り，成果を認識する」「社会からの注目を受けて，社会性を発揮する」と
いう種々の現象を誘発していることが明らかとなり，人生の意味付けにおける自己充足の側面および，公共善の達成
の側面の双方から利用者の生きがいに肯定的な影響を与えていることが示唆された。

家業である歌舞伎俳優を継ぐ者たちにとっての健康：探索的ならびに質的記述的研究
湯淺晶子

質的記述的研究を用いて，伝統歌舞伎の技芸継承の中心的存在といえる，家業である歌舞伎俳優を継いでいる人た
ちにとっての健康について明らかにした。研究参加者３名に半構成的インタビューを実施した結果，５つのカテゴリ
「舞台に立ち続けることで無意識のうちに健康をとらえる」「その時に得られている健康状態で舞台に立ち客に尽くす」
「生まれてから死ぬまで歌舞伎俳優であり続ける」「舞台に応じて自分を整える」「自己管理によって健康を成り立　
たせる」が抽出され，家業である歌舞伎俳優を継いでいる人たちにとっての健康とは，＜歌舞伎俳優として，舞台に
立つこと，舞台に立ち続けること＞であることがわかった。歌舞伎俳優の「健康」言説を明らかにし，さらには歌舞
伎俳優が受け入れやすくなる産業安全保健の考え方を検討していく必要があることが示唆された。

B5判  年2回刊　97巻1号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）
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大工職の建設作業者のハザード知覚スキル獲得プロセスに関する探索的検討
高橋明子，三品誠

ハザード知覚スキルの獲得プロセスを分析するため，ベテランの大工職の建設作業者へインタビュー調査を行い
M-GTAにより分析した。その結果11カテゴリーグループ，37カテゴリー，73概念が生成され，ハザード知覚獲
得プロセスは３つの時期に分かれた。初心者期はハザードの知識不足，ハザード・周囲への注意不足，ハザードの低
いリスク評価が見られた。初心者からベテランへの移行期は作業者の心理的変化と事故・ハザードの経験がハザード
知覚スキル獲得や注視対象のパターン化を促進した。

通所介護事業所における生きがい就業支援の実態～具体的な支援の方法に焦点を当てて～
永井邦明，川㟢一平，原田瞬，佐川佳南枝，森本誠司，小川敬之，小川芳徳

通所介護事業所における生きがい就業支援の実態をマイクロ・エスノグラフィーの手法を用いて調査した結果，通
所介護事業所の内部では，利用者及び職員の【A生きがい就業に対する理解の促進】や【B利用者が活躍できる環境
づくり】，【Cボランティアが活躍できる環境づくり】が生きがい就業の成立に重要な役割を果たしていることが示唆
された。また，事業所と外部の連携にあたっては，【D近しい地域ネットワークの活用】と【Eコンサルティングの活
用】という手段を用いて潜在的な協力企業を探索し，各ステークホルダーと連携しながら【F商品開発を行うにあた
っての工夫】をすることで支援体制の構築を進めていることが明らかとなった。

B5判  年2回刊　97巻2号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）

（抜粋）
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介護保険サービス利用者の生きがい就業を支援する意義 
―通所介護事業所の所長が支援を始めるまでのライフストーリーの分析から―
永井邦明，川﨑一平，原田瞬，佐川佳南枝，森本誠司，小川敬之，田端重樹，小川芳徳

本研究は，介護保険サービス利用者の生きがい就業を支援している実務家が，どのような経験を経て，利用者の生
きがい就業に対する支援が必要と思うに至ったのかを研究対象者の経験を重視したライフストーリーという観点から
明らかにし，生きがい就業を支援する意義について考察すること目的とした。生きがい就業の支援を導入した経験を
持つ，通所介護事業所の所長にインタビューを行い，ライフストーリーを構築した。分析を行った結果，利用者の見
えにくい主体性の排除という介護現場の抱える課題が明らかとなり，介護保険サービス利用者の生きがい就業を支援
することには，介護を受けるものが働く場面における見えにくい主体性の否定によって，働く機会を得ることが困難
な利用者を支援するという意味があることが示唆された。

電産賃金体系「能力給」に関する一考察 ―能力給のあがり方・きめ方を中心に―
山口陽一郎

「電産型賃金体系」は，「生活給賃金体系の典型」といわれ，戦後日本における年功給の出発点として高く評価され
ている。しかし，電産賃金体系は，「生活保証給」と「能力給」による依存型体系である。すなわち，能力給の活用
を当初から意図して構想した体系系であった。月例賃金の約80％を生活保証給などが占める平均的構成割合のみを
もって，生活給賃金体系の典型であるとみなす通説的な見解が定着したように思われてならない。
実証的な検討・分析に基づき，電産貨金体系における能力給の重要性に注目しつつ，本稿では能力給が労働者の賃
金を剌激し，労働者の昇進を動機づける機能を十分にもっていたことを明らかにする。

B5判  年2回刊　98巻1号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）
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精神障害者が一般就労移行につながるための就労継続支援B型事業所における支援過程
大原さやか，落合亮太，大島巖

就労継続支援B型事業所に通所する精神障害者のうち「移行滞留型」の利用者が希望する一般就労につなげる効果
的な支援過程を明らかにすることを目的とする。B型事業所管理者12名に対する半構造化面接を実施し，修正版グ
ラウンデッド・セオリー・アプローチの手法を用いて分析した。その結果，一般就労につながる６段階＜通所意思を
確認する＞，＜作業を通じて生身の利用者像を把握する＞，＜成長に寄り添う＞，＜通所安定を成長と見る＞，＜就
労を意識づけ，つなげる＞，＜就労継続を支える＞の支援過程が抽出された。
本研究より，移行滞留型の利用者の様相と，個別支援援計画の活用とストレングス・モデルに依拠した支援の重要
性が示唆された。

小規模事業所におけるトラックドライバーの労働環境・健康管理の実態調査
永峰大輝，仙波京子，石井賢治，石川智，竹内由利子，北島洋樹，野原理子，酒井一博

近年，トラックドライバーの労働環境と健康が問題となっている。トラックドライバーを対象とした従来の調査で
は，事業所の規摸別の分析は行われておらず，全体像をとらえた分析が行われていた。本研究では30名以下の従業
員で構成される事業所で働くトラックドライバーを対象に，労働環境と健康管理についてWeb調査を実施した。そ
の結果，小規模事業所で働くトラックドライバーの労働環境が健康に与える影響は少ないものと考えられた。健康診
断に関する項目では，個人事業主は健康診断を受診している人が少なく，事業規模が小さいほど健康診断の制度がな
いところが多かった。健康診断の受診と制度について，対策の必要性が示唆された。

B5判  年2回刊　98巻2号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）
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　訪問看護ステーションに所属する専門職の離職率低減に関する検討 
ワーク・エンゲイジメントと仕事の資源に着目して

恵濃雄一，永井邦明，石原俊彦

本研究では，離職意思に影響を与えるワーク・エンゲイジメントに焦点を当て，ワーク・エンゲイジメントの高い
職員が認識している仕事の資源の特徴を明らかにした。また，この結果を基に離職率低減に向けた課題と対策につい
て考察を行った。研究対象者は，訪問看護ステーションに勤務する保健師・看護師，理学療法士・作業療法士の64
名であった。研究対象者を全対象者，30歳代以下，40歳代以上，専門職経験年数９年以下・10年以上，保健師・
看護師，理学療法士・作業療法士ごとに日本語版ユトレヒト・ワーク・エンゲイジメントの点が平均値よりも高い群
と低い群に分類し，対象者らが認識する仕事の資源の各項目を比較した。研究の結果，全対象者ではワーク・エンゲ
イジメントの高い者で，作業レベル，部署レベル，事業場レベルのほぼすべての項目が有意に高く，焦点を絞らない
全般的な対策を要することが示唆された。

B5判  年2回刊　99巻1号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）
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　経済連携協定で来日した外国人介護福祉士候補者と受け入れ施設の歩み寄り
川崎一平，永井邦明

本研究では，外国人介護福祉士候補者と受け入れ施設の間で発生する諸問題および問題解決方法を明らかにした。
対象は，関東圏の３施設９名の外国人介護福祉士とその候補者及び，日本人６名であった。就労上の問題をアンケー
トによって聴取し，問題解決方法の詳細を明らかにするためのインタビューを行った。分析の結果，13個の諸問題
とその対処方法が明らかとなった。問題の多くはイスラム教徒に関連するものであり，対処の方法では少なくとも一
方が自身の行動を変容させ，妥協点を探り合う姿勢が確認された。問題に対処する過程では，双方が就労現場の実際
を理解したうえで，お互いの事情と尊厳を尊重し，補完し合うことで歩み寄っていた。

病院看護師におけるワーク・ファミリー・コンフリクト 
および看護実践環境とプレゼンティーズムとの関連

小野郁美，三木明子，山海知子

病院看護師1,418名を対象に，SPSとWFunを用いて，健康問題により労働力が低下している状態であるプレゼ
ンティーズムを測定し，ワーク・ファミリー・コンフリクトと看護実践環境との関連について検討した。その結果，
病院看護師のプレゼンティーズム対策としては，仕事と家庭の両立が図れるような制度の充実と，活用できる職場環
境づくりや人員の適正配置，業務の分担，効率化を図ること，看護管理者からの支援的な対応や看護師の働きを認め
る姿勢が必要であると示唆された。

B5判  年2回刊　99巻2号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）
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　高齢ドライバーの運転と健康状態の自己評価が先進運転支援システムの評価に及ぼす影響
森泉慎吾，蓮花一己

本研究の目的は，高齢ドライバーの運転や健康への高い自己評価が先進運転支援システム（ADAS）への評価を
下げるかどうかを検証することであった。257名に対する質問紙調査への回答結果を分析した。参加者は，前方障
害物衝突被害軽減ブレーキ（AEBS）や運転及び心身の健康などについて評価をした。その結果，特に運転の自己評
価が高い場合，健康への自己評価が高くなるほど，AEBSの評価が悪くなる可能性が示唆された。一方，健康への自
己評価が高い場合，運転の自己評価が高まるほど，AEBSの評価が低下する傾向が見られた。本研究で得られた知見
は，高齢ドライバーの運転技能や身体的健康への過信という点から議論された。
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次号（９月号：７9巻９号）予定

〇今号の特集は「労研を支えた人たちの群像」の
最終回となります。４号，５号，そして今回の３
回にわたりお届けした９名の労研OB，OGの「聞
き書き」は静かな反響を呼んでいます。本誌への
執筆をきっかけに読者になってくださった方から，
「労働科学研究所の歴史を知って思わず背筋を伸
ばしました」といううれしい手紙を頂きました。
労研の歩みや労働科学の世界を語って頂きたい
方々がまだまだたくさんおられます。企画のアイ
デアがありましたらどうぞ声をお寄せください。
歴史に学び，学んだことを現代に生かしていくこ
とで未来の扉が開かれると信じてやみません。
〇本誌で「芸能従事者は今」と題して芸能の世界
における働き方の様々な問題に一石を投じ続けた
森崎めぐみさんが，このほど岩波書店から『芸能
界を変える ―たった一人から始まった働き方改
革―』（岩波新書 新赤版 2047）を上梓されまし
た。あとがきの中で本誌の連載について触れてく
れています。サブタイトルの「たった一人」とい
う言葉に胸が熱くなりました。作家の落合恵子さ
んは『世の中のあらゆる不条理に異議を申し立て
ることが大切』と語っています。今，連載は一休
み中ですが，再開を心待ちにしています。 （N）

［ 編集雑記 ］

〇本誌購読ご希望の方は
　直接下記あてにご予約くださるのが便利です。

購読料　1ヵ年 13,000円（税込，送料労研負担）
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歌舞伎で生きる人たち その二十五
湯淺晶子

よい予防事例が横に広がる効果
小木和孝
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「聞き書き」から労研の歴史を紐解く
遠藤幸男／増田富江／暉峻衆三

化学物質のばく露防止に！
化学物質のリスクアセスメント

フィットテストの使用例フィットテストの使用例 実施者実施者

被験者被験者

リスクアセスメントに基づくリスク低減措置として、
面体を有する呼吸用保護具を労働者に使用させるときは、
JIS T 8150:2021「呼吸用保護具の選択、使用及び保守管理
方法」に定める方法又はこれと同等の方法によって、
1年以内ごとに1回、定期に、フィットテストを実施します。

皮膚等障害化学物質の製造又は取扱い時には、厚生労働省
「皮膚障害等防止用保護具の選定マニュアル」（第1版 令和6年
2月）を参考に、化学物質の有害性に応じて、不浸透性の保護衣、
保護手袋、保護眼鏡又は履物等の適切な保護具を使用します。

フィットテスト 皮膚障害等防止用保護具

化学防護手袋

保護めがね
化学防護服

リスクアセスメント対象物を製造又は取扱う事業場では、
リスクアセスメントを実施する必要があります。
リスク低減措置として個人用保護具を使用する場合は、作業環境中の
有害物質やばく露限界濃度等に応じて、有効な個人用保護具を使用します。

JIS T 8150：2021
フィットテスト対応

密着性を
視覚化

装着例装着例

本　社　〒114-0024 東京都北区西ケ原1-26-1
 TEL 03（6903）7525（代表） 

化学物質の
リスクアセスメント
リーフレット

化学物質の
リスクアセスメント
専用お問い合わせ

雑誌コード　09727-8


